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写 四

癖躊繹躊繹泰奏躊繹繹（ No. 3~口／〉

士気旺盛な

訓練を披露

【消防出初式】

新春恒例の出初式が2月11日、肱川中学校において来賓多数を迎え盛

大に挙行されました。

213名の団員は士気高〈消防訓練、はしご操法、ポンプ操法と日頃の訓

練ぶりを披露、つづいて分列行進、表彰式の後、小型ポンプ10台と川上

支署のポンプ車による一斉放水が行われました。

写真は、人員、服装の点検を受ける団員の皆さん

令月号の主な内容
ヽ

町民のうごき
＝町報＝

蔓消防出初式・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2
董交通センサス・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3
祀肱）II町の農林業・・・・・・・・・・・・・・・・・・4
蔓お知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・18

＝渭し林だより ＝

唖森林組合総代会...…・・・・・・...… 6

衡林業技術研究発表………・・・・・・7
Ill今月の農林業..・・・・・・・・・・・・・・・・・・・9

＝商工かわかみ＝

唖魅力ある町づく りを・・・・・・・・・・・・10
蔓ふるさと回想記・・・・・・・・・・・・・・・・・・13

=='公民館報＝

11120歳の座談会・・・・・・・・・・・・・・・・・・14 
蒼雨の中、駅伝、

マラソン大会…10
唖出番です I

お父さん、お母さん・・・ 17

人口 3,804人(-4) 

男 1,860人(-5) 

女 1,944人(+1) 

世帯数 1,066器 (+ 4) 

（昭和61年 1月31日現在）
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功績のあった36人の団員を表彰

第

一
分
団
団
員

第
一
分
団
団
員

第
一
分
団
団
員

沖徳山
野本本

和光
義春宏

◎
肱
川
町
長
表
彰

◎
愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰

0
功
労
章

第

五

分

団

副

団

長

福

田

博

〇
勤
続
賞

第
一
分
団
班
長

第
二
分
団
班
長

第
一
分
団
団
員

第
一
分
団
団
員

第
三
分
団
団
員

第
三
分
団
団
員

第
三
分
団
団
員

第
四
分
団
団
員

第
四
分
団
団
員

第
四
分
団
団
員

第
五
分
団
団
員

第
五
分
団
団
員

三

瀬

次

男

寺

尾

秋

広

冨

永

盛

一

周

藤

一

徳

山

本

忠

三

堀

尾

長

一

冨

永

秋

雄

瀧

野

隆

志

畦

田

斉

範

上

田

英

二

増

田

喜

芳

増

田

毅

◎
愛
媛
県
知
事
表
彰

〇
勤
続
章

本
部
団
長

〇
精
績
章

本
部
副
団
長

◎
大
洲
喜
多

消
防
団
連
合
会
長
表
彰

土

居

貞

丸

山
内

◎
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

壮炉

二
月
十
一
日
出
初
式
に
お
い
て
、

消
防
活
動
に
お
け
る
功
績
と
永
年
勤

続
に
対
し
、
日
本
消
防
協
会
長

・
県

知
事
・
愛
媛
県
消
防
協
会
長
・
大
洲

喜
多
消
防
団
連
合
会
長
・
肱
川
町
長

か
ら
次
の
と
お
り
三
十
六
人
の
団
員

か
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

0
功
績
賞

第

一

分

団

長

堀

井

〇
勤
続
章
（
十
五
年
）

第

四

分

団

班

長

吉

田

第

五

分

団

班

長

清

水

第

一

分

団

団

員

山

本

第

二

分

団

団

員

高

見

第

二

分

団

団

員

森

本

第

三

分

団

団

貝

浜

田

第

三

分

団

団

員

沖

田

第

四

分

団

団

員

飛

野

弘利静宗弘 公盛
幸雄夫高昭保健幸

三
十
六
人
の
団
員
を
表
彰

消

防

出

初

式

嘉
弘

春の火災予防運動
2月28日～3月13日

この時期は空気が乾燥し季節風等の影響によ

り大火になりやすい季節です。

体の不自由な方や、幼児•お年寄りが火災で

亡くなったりケガをしないように、みんなで気

をつけましょう。寝る前や外出するときは火の

元の始末をよく確めてください。

一怖いのは消したつもりと消えたはず一

第

一
分
団
団
員

第
二
分
団
班
長

第
三
分
団
団
員

第
三
分
団
団
員

第
三
分
団
団
員

第
四
分
団
団
員

第
四
分
団
団
員

第
五
分
団
団
員

第
五
分
団
団
員

大 ＝上 栗岡 竹久 竹川
越瀬川木村田保森上

含甲 '•し9

義健英 茫「目 旱 高士 し—ヱご平っ千• • 一ユニ----
文 一樹実利美巌幸男 きびきびした日頃の訓練の成果を披露

シ
—
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
効
果

大
洲
警
察
署
管
内
で
は
、
昨
年
、

交
通
事
故
に
よ
る
死
傷
者
が
著
し
く

増
加
し
、
死
亡
事
故
も
八
名
と
、
尊

い
生
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

死
亡
重
大
事
故
を
分
析
す
る
と
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
い
れ
ば

軽
傷
で
す
ん
だ
事
故
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
本
年
元
旦
に
も
、
転
落
死

亡
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
か
、
こ
の

事
故
も
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
し
て
い
れ

ば
助
か
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
本
年
一

月
1
三
月
ま
で
の
間
は
「
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
着
用
推
進
運
動
」
が
実
施
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
各
所
で
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
着
用
指
導
か
実
施
さ
れ
ま

す。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
し
て
い
な
い
車

は
、
警
察
官
が
車
両
を
停
止
さ
せ

「
ベ
ル
ト
装
着
指
導
票
」
を
交
付
し

ま
す
。

曰
平
常
運
転
の
と
き

（
事
故
防
止
の
間
接
効
果
）

0
運
転
姿
勢
が
正
し
く
な
る
…
…
ハ

ン
ド
ル
操
作
か
確
実
と
な
り
視
野

拡
大

〇
動
体
視
力
を
向
上
さ
せ
る
…
…
腰

か
安
定
す
る
た
め
車
体
の
動
き
に

身
体
か
調
和

口
事
故
を
起
こ
し
た
と
き

くシートペルトを締めていないと〉
ハンドルなどで胸を打っ フロントガラスに頭をぶつける 車外になげ出される

（
二
次
衝
突
の
直
接
効
果
）

0
前
方
へ
の
飛
び
出
し
を
防
ぎ
、
頭

や
胸
を
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
や
車
内

で
打
つ
こ
と
を
防
止
す
る
。

0
ド
ア
か
開
い
て
も
乗
員
の
車
外
放

出
を
防
止
す
る
。

0
横
転
や
転
落
事
故
の
際
、
車
内
で

こ
ろ
か
っ
た
り
せ
ず
車
内
被
害
を

防
止
す
る
。

シ
—
ト
ベ
ル
ト

車
社
会
の
身
だ
し
な
み
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ど
こ
へ
行
っ
て
も
主
要
な
道
路
に

は
自
動
車
か
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
今

日
で
す
が
、

町
内
の
道
路
で
は
一
日

に
ど
の
位
の
車
か
走
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

こ
こ
に
建
設
省
に
よ
る
昭
和
六
十

年
全
国
道
路
交
通
情
勢
調
査
の
結
果

か
出
て
い

ま
す。

こ
の
調
査
は
道
路
交
通
セ
ン
サ
ス

と
も
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
道
路
の
合

理
的
は
建
設
計
画
、
設
計
‘
維
持
、

管
理
等
の
基
礎
資

料
を
把
握
す
る
た

め
、
五
年
毎
に
春

過通

と

秋

、

全

国

の

道

台

ス

路

で

実

施
さ
れ
て

サ

い

ま
す
。

肱
川
町
で
も
昨

点
コ
ン

年
の
春
と
秋
、
赤

地

＼

セ

岩

・
中
居
谷
・
大

橋

秒

通

谷
の
三
か
所
に
観

岩

17
交

測
地
点
を
設
け
‘

赤

は

十
二
名
の
婦
人
か

道

車

観
測
員
と
な
っ
て

国カ
ウ
ン
タ
ー
を
片
手
に
歩
行
者
、
自

転
車
、
自
動
車
の
交
通
量
を
十
二
時

間
観
測
し
ま
し
た。

赤
岩
橋
地
点
で
は
‘
昨
年
十
月
三

日
午
前
七
時
か
ら
午
後
七
時
ま
で
の

十
二
時
間
で、

自
動
車
は
二
千
四
百

十
七
台
、
十
七
秒
に

一
台
の
わ
り
で

通
過
と
い
う
結
果
が
出
て
い

ま
す。

（
表
の

「下
り
・

上
り
」
は
各
調
壺
地

点
と
平
行
に
流
れ
て
い
る
川
と
同
方

向
の
通
過
を
表
わ
し
て
い

ま
す
）

昭和60年度全国道路交通情勢調査

0観測地点：赤 岩 橋 0観測日：昭和60年10月3日困

； 数［ i 叶
自動車類

自動車類
乗 用車類 貨物車類

軽乗用車 乗 用車 バ ス 軽貨物車小型貨物車貨客車普通貨物車特殊（種）車
ムロ ヨ；；十

下り上り 下り上り 下り上り 下り上り下り上り下り上り下り上り下り上り下り上り下り上り下り上り 下り 上り

午7前時～ 9 時 ； 崎 麿 l亨 1! 喜 喜 喜 ll> 羞
台 り喜 嘉 碍 羞 盈 2胃 喜 喜 り 閤 蟷 台

11 255' 

9時～11時 3 3 4 1 8 ， 4 2 57 52 3 2 41 48 23 32 ， 32 30 25 16 7 183 200 

11 時～ 午1時後 4 

゜゚ ゜
8 10 5 6 47 57 2 4 28 38 14 24 17 17 23 26 4 6 140 178 

午1後時～ 3 時 2 

゜
3 

゜
， 6 4 2 60 60 3 5 31 30 19 24 17 33 35 29 8 8 177 191 

3時～ 5時 7 

゜
7 

゜
11 7 6 8 53 39 3 3 38 36 33 29 33 18 26 20 6 1 198 154 

5時～7時 8 7 ， 3 20 8 17 14 106 91 5 8 59 55 37 31 46 24 10 10 2 2 282 235 

合計 28 20 29 21 68 59 51 47 437 397 27 24 280 258 159 168 148 144 137 142 45 33 1,284 1,213 

0観測地点 ：中居谷山田商店前 0観測日 ：昭和60年10月3日困

； ［ 類 i :>
自動車類

自動車類
乗 用 車類 貨物車類

軽乗用車 乗 用車 バ ス 軽貨物車 小型貨物車貨客車普通貨物車特殊（種）車
合計

下 り 上り 下 り上り 下り上 り 下 り 上 り下り 上 り 下り上 り 下 り 上り下り 上 り下り 上 り 下り 上 り 下り上り 下 り 上り

午7前時～ 9 時 蕊
人 台 り 悶 ？ り 胃 > り 台 台

喜 > > 喜
台 り 胄 胄

台

胄 羞 点6 11 1 1 1 1 

9時～11時 1 

゜゚ ゜
2 1 

゜゚
1 

゜
1 1 1 1 

゜
1 1 4 

゜゚ ゜゚
4 7 

11 時～ 午1時後 2 

゜゚ ゜゚
2 1 1 

゜
1 

゜゚
1 5 1 

゜
4 3 1 1 2 3 10 14 

午1後時～ 3 時 3 1 

゜゚
3 1 

゜゚ ゜
1 

゜゚
4 5 4 2 3 1 

゜゚
2 2 13 11 

3時～ 5時 6 8 

゜゚ ゜
1 

゜
1 7 8 2 2 3 6 1 2 3 3 

゜゚ ゜゚
16 22 

5時～7時 1 20 

゜
， 
゜

8 1 1 2 8 

゜゚
2 12 2 1 4 2 

゜゚ ゜゚
11 24 

合 計 35 35 11 ， 13 15 4 3 14 20 4 4 24 33 12 11 16 15 1 1 5 5 80 92 

0観測地点 ：大谷公民館前 0観測日 ：昭和60年10月3日困

項目

類a i :9 
自 動 車 類

自動車類
乗 用 車 類 貨 物 車 類

軽乗用車 乗用車 ノ‘4• ス 軽貨物車 小町＇！貨物車 貨客車 普通貨物車 特殊（種）車
合 計

観時i間IIIj 帯
下 り 上 り 下り 上 り 下 り 上 り 下り 上り 下 り 上 り 下 り 上 り 下り 上り 下 り 上 り 下り 上り 下り 上り 下り 上り 下 り 上り

午7前時～ 9 時 合 蛉 l『 り嘉 嘉 > り 1~ g 台 りlりlり 台 台 台 台 台 台 台 台 台 翌1 7 5 5 3 1 2 2 1 44 

9時～11時 10 11 

゜゚
5 3 2 1 5 6 

゜゚
7 6 ， 6 1 1 

゜
1 1 1 25 22 

11 時～ 午1時後 8 7 〇` o 5 5 1 

゜゚
5 

゜゚
6 3 7 8 5 1 1 1 1 3 21 21 

午1時後～ 3 時 4 7 

゜゚
4 5 1 1 6 3 

゜゚
4 7 6 ， 3 3 5 2 2 1 27 26 

3時～ 5時 25 10 

゜゚
5 3 

゜゚
1 4 

゜
1 6 6 4 5 2 1 1 1 1 1 15 19 

5時～7時 14 3 

゜
8 5 18 6 5 7 6 1 1 ， 12 4 2 5 5 1 

゜
2 2 35 33 

合計 70 75 11 8 40 44 14 7 31 33 2 2 44 51 37 35 21 14 ， 7 ， ， 167 158 
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庫：ぃlか農林素I(5) 
安定した契約栽培

(ha) 

60 

゜
2
 

゜
4
 

（
作
付
面
積
）

゜
42 

葉たばこ作付面積と収穫量及び粗生産額

(t) 

150 
(1,000万円）

16 

100 

50 

゜

葉
た
ば
こ
の
作
付
面
積
の
推
移
を

み
ま
す
と
、
四
十
二
年
の
六
十
ぢ
を

ピ
ー
ク
に
し
て
減
少
傾
向
で
、
四
十

八
年
に
は
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
五
十
年
以
降
契
約
栽
培
の
再

調
整
を
受
け
た
こ
と
か
ら
三
十
じ
前

後
を
推
持
し
栽
培
農

家
数
、
作
付
面
積
と

（
粗
生
産
額
）

1

4

1

2

1

0

8

6

4

2

0

 

も
安
定
状
態
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

収
穫
量
は
作
付
面
積
と
ほ
ぼ
同
様

の
推
移
で
四
十
二
年
の
百
二
十
三
卜
／

を
最
高
に
最
近
年
次
は
八
十
卜
/前
後

で
推
移
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
最
近

の
十
可
当
た
り
収
量
は
‘
五
十
四
年

『専売公社調べ』による。

年次 作面 積付 収IO当量たりa 収穫量 粗生産額 年次 作面 積付 収10当た量りa 収穫量 粗生産額

kg kg 

昭．40 54 210 1 1 4 48,708 昭．51 32 294 93 121,172 

41 57 205 116 62,882 52 32 270 87 127,628 

42 60 205 123 64,385 53 32 273 87 128,068 

43 55 217 1 1 9 62,156 54 3 1 226 70 115,476 

44 49 248 121 66,207 55 30 235 7 1 127,015 

45 40 205 83 50,409 56 30 275 83 154,229 

46 32 221 70 44,037 57 29 268 78 141,700 

47 28 228 64 46,089 58 29 269 78 144,299 

48 26 286 74 61,543 59 3 1 280 86 昌161,908 . 
49 26 310 82 89,444 60 31 -2之モ64ふ5 廷
50 30 309 93 117,862 

（単位＝作付面積ha、収穫量： t、粗生産額： 1,000円）

は
干
害
、
五
十
五
年
は
冷
夏
長
雨
に

よ
る
異
常
気
象
の
被
害
で
不
作
で
し

た
が
、
五
十
六
年
以
降
は
安
定
し
た

作
柄
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
農
業
祖

生
産
額
に
占
め
る
割
合
は
、
四
十
二

年
の
約
二
十
二
％
を
最
高
に
、
常
に

上
位
を
占
め
、
五
十
八

年
は
三
位
で
あ
る
も
の

の
約
十
四
％
を
維
持
し

重
要
な
換
金
作
物

と

な
っ
て
い
ま
す
。
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日
生
ま
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か
月
）

一

一一

)

）

-

歳

歳

一

一

,

3

9
 

.J
 

＼

g
ノ

3

2

^
:
」

一一一
お
父
さ
ん
の
一
字
を
も
ら
っ
て
こ
の

i

一

。

一名
前
が

つ
け
ら
れ
ま
し
た

i

-

-

ま

-

⑫

し
つ

け
は
厳
し
い
ほ
う
な
の
で
、

t

く
か
悪
い
こ
と
を
し
た
時
は
徹
底
的
に
一

一-

し
か
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
び
に
、
泣
き

わ
め
い
て
し
ま

い

ま

す

。

-

将
来
は
強
い
子
に
な
り
た
い
で
す
。
一

一一--一一一一一一一一一一一一一-一一一-一一一一一一一一
i
 

R̀) わ 畑L
毎
日
元
気
い
っ
ぱ
い
遊
び
回
る
の
で

家
の
中
は
す
ぐ
お
も
ち
ゃ
の
山
に
な
っ

て
し
ま

い
ま
す
。
で
も
近
頃
は
少
し
ず

つ
片
付
け
や
お
手
伝
い
も
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
こ
と
ば
の
数
も
多
く
な
り
、
自

分
の
意
志
を
表
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

こ。f
 今

の
素
直
さ
を
失
わ
ず
、
自
分
の
意

志
を
し
っ
か
り
持
っ
た
人
に
育
っ
て
欲

し
い
も
の
で
す
。

お父さん

弘和さん

お母 さん
トシ子さん

ゅう即

武
知
佑
自

V
ん

（中
野
）

S
59
.3
.9
日
生
ま
れ
(1
歳

10
か
月
）



(5) 院⑲⑮倦 匈 田 甜。包。尻0

昭
和
六
十
年
分
の
所
得
税
の
確
定
当
町
で
は
、
二
月
二
十
五
日
か
ら

申
告
は
‘
二
月
十
七
日
か
ら
受
付
が
三
月
五
日
ま
で
の
間
、
納
税
相
談
を

始
ま
り
、
申
告
期
限
は
三
月
十
五
日
役
場
第
二
会
議
室
で
行
な
い
ま
す
。

で
す
。
期
限
間
近
に
は
混
雑
し
ま
す
な
お
、
二
月
二
十
七
日
に
は
大
洲

の
で
早
目
に
済
ま
せ
て
下
さ
い
。
税
務
署
か
ら
係
官
か
来
ら
れ
ま
す
の

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

い
人
が
申
告
を
し
な
か
っ
た
り
、
間
所
得
や
税
額
の
計
算
の
仕
方
、
申

違
っ
た
申
告
を
し
ま
す
と
、
後
で
不
告
書
の
書
き
方
な
ど
、
わ
か
ら
な
い

足
の
税
金
を
納
め
る
だ
け
で
な
く
‘
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
税
務
署
ま

加
算
税
や
延
滞
税
も
納
付
し
な
け
れ
た
は
役
場
税
務
課
に
お
た
ず
ね
下
さ

ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
い
。

=
―
―
-

.

.
 -
-
I
=

＝

-
I
―
―
-
「
＜
V
-
l
-
l
=____ 1「
'’’’1-

電
話
―

-
0
番
は
い
ろ
い
ろ

犯
罪
や
事
故
、
災
害
、
け
ん
か
な

ど
一
刻
を
あ
ら
そ
う
と

き
の
緊
急
用
電
話
で
す
。

最
近
、
急
が
な
い
用

‘、
番
件
、
ま
ち
か
い
、
い
た

ず
ら
な
ど
の
電
話
が
多

゜
ー1

v、
そ
の
た
め
緊
急
事

う
件
の
処
理
に
支
障
を
及

お
ぽ
す
場
合
か
あ
り
ま
す
。

使

急

か

な

い

用

件

は

警

こ
察
署
‘
派
出
所
、
駐
在

.• 
'
 

す
所
へ
連
絡
し
て
下
さ
い
。

ぅ
ま
た
、
い
た
ず
ら
電
話

ょ

は

や

め

ま
し
ょ
う
。

じ

二

0
番
を
か
け
る

と
き
は

〇
何
が
あ
っ
た
か

0

い
つ
あ
っ
た
か

0
場
所
は
ど
こ
か

0

そ
こ
に
行
く
目
標
は

こ
の
四
点
を
要
領
よ
く
知
ら

せ
て
下
さ
い
。
そ
の
ほ
か
の
こ

と
は
、
警
察
官
が
順
を
追
っ
て

お
た
ず
ね
し
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
―

1
0
番

は
ど
の
よ
う
に
つ
な
か
る
か
ご

存
知
で
す
か
。

肱
川
町
で
―

1
0
番
の
必
要

が
生
じ
た
と
き
‘
こ
の
番
号
を

ま
わ
す
と
ま
ず
、
松
山
市
に
あ

る
愛
媛
県
警
察
本
部
に
つ
な
が

り
ま
す
。
こ
の
回
線
は
県
下
全

警
察
署
に
連
絡
さ
れ
て
い
て
、

当
町
か
ら
だ
と
県
警
本
部
は
直

ち
に
大
洲
警
察
署
へ
の
ボ
タ
ン

を
押
し
、
同
署
は
電
話
内
容
を

同
時
に
聞
い
て
状
況
に
応
じ
緊

急
出
動
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。

所
得
税
の
確
定
申
告
は
お
早
め
に

ー
役
場
で
も
納
税
申
告
相
談
ー

II h 1 1l 

――
If 

"m1 

松
山
東
高
等
学
校
通
信
制
課
程
で

は
‘
昭
和
六
十
一
年
度
入
学
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
働
き
な
か
ら
、
ま
た
家

事
を
つ
づ
け
な
が
ら
月
二
回
程
度
日
曜

日
あ
る
い
は
火
曜
日
を
利
用
し
て
高

等
学
校
卒
業
の
資
格
が
得
ら
れ
ま
す
。

現
在
、
十
五
歳
か
ら
七
十
歳
ま
で

の
幅
広
い
年
齢
、
職
歴
の
人
達
が
高

校
卒
業
を
目
指
し
、
ま
た
、
生
涯
教

育
の
一
環
と
し
て
熱
心
に
学
ん
で
い

ま
す
。
（
問
い
合
せ
先
松
山
市
持
田

町
二
丁
目
ニ
ー

―二

松
山
東
高
等

学
校
通
信
制
課
程
）

lI
E
し

松
山
東
高
通
信
課
程
の

生
徒
募
集
に
つ
い
て

厚
生
省
で
は
、
現
在
、
原
子
爆
弾

に
よ
る
被
災
の
実
態
を
把
握
す
る
た

め
、
原
爆
死
没
者
に
関
す
る
資
料
を

／
．
収
集
し
て
い
ま
す
。
官
公
署
、

を
団
体
な
ど
の
調
査
報
告
や
記

ヵ
録
、
学
徒
報
国
隊
や
学
徒
挺

協
身
隊
の
名
簿
、
学
校
の
学
籍

こ
簿
や
同
窓
会
名
簿
、
企
業
の

査
職
員
名
簿
、
病
院
の
診
療
録

調
ゃ
死
亡
診
断
書
、
寺
院
の
保

の
存
す
る
り
災
者
名
簿
、
そ
の

者
他
御
家
族
、
親
威
、
友
人
な

没
ど
で
原
爆
に
よ
り
亡
く
な
ら

死
れ
た
方
の
御
名
前
が
わ
か
る

爆
資
料
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
も

原
の
で
も
結
構
で
す
の
で
、
資

料
を
お
持
ち
の
方
あ
る
い
は
資
料
が

あ
る
場
所
を
御
存
知
の
方
は
‘
役
場

町
民
課
（
電
話
三
四
ー
ニ
三
―
二
）

ま
で
ぜ
ひ
御
連
絡
下
さ
い
。

N
H
K
学
園
で
は
、
生
涯
学
習
講

座
の
春
の
受
講
生
と
高
等
学
校
の
生

徒
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
生
涯
学
習
（
通
信
講
座
）

教
養
と
趣
味
を
深
め
る
た
め
の

書
道
、
硬
筆
、
俳
句
、
短
歌
、

囲
碁
な
ど
二
十
二
講
座
で
す
。

申
込
受
付

二
月
十
五
日

1
四
月
十
五
日

▽
高
等
学
校
・
普
通
科
コ
ー
ス
（
通

信
教
育
）

四
年
間
の
学
習
で
高
卒
資
格
が

取
得
で
き
ま
す
。

N
H
K
学
園
の

通
信
講
座
で
学
習
を
I.

申
込
受
付

三
月
一
日

1
四
月
七
日

▽
高
等
学
校
・
教
養
コ
ー
ス
（
通
信

教
育
）国

語
・・
英
語
な
ど
二
十
一
科
目

を
学
習
し
ま
す
。

申
込
受
付

三
月
一
日

1
四
月
三
十
日

＊
詳
し
い
案
内
書
を
ご
希
望
の
方
は
‘

東
京
都
国
立
市
富
士
見
台
ニ
ー
三

六
N
H
K
学
園
八

E
十
一
係
に
、

講
座
名
ま
た
は

コ
ー

ス
名
、
あ
な

た
の
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
ハ
ガ
キ
に
記
入
し
て

ご
請
求
く
だ
さ
い
。

案
内
書
は
無
料
で
す
。

＿`
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ー

ー

I

|

i

i

i

i

i

i

i

i

i
‘̀
｀̀
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F
}

く
い
っ
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力
強
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引
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る
。

＿
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間
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長
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大

き
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小

さ

い

の

一

一一一

こ
〗
蝉
い
〗

□日
[
O

い
も
。

一

-

[

食

い

汀

な

い

よ

う

だ

。
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§
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●
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（総代会議案審議状況）

去
る
二
月
五
日
午

前
十
時
よ
り
、
肱
川

町
公
民
館
に
於
い
て
、

第

35
回
の
通
常
総
代

会
が
、
開
催
さ
れ
た
。

総
代
会
に
は
、
八
幡

浜
地
方
局
大
洲
出
張

所
松
本
真
玄
所
長
、

県
森
連
宇
都
宮
光
明

会
長
、
大
野
和
町
長
、

西
田
盛
夫
町
議
会
副

議
長
、
鉾
岩
勉
農
協

長
、
久
保
田
仁
之
商

工
会
長
、
日
本
き
の

こ
セ
ン
タ
ー
大
洲
出

張
所
木
村
方
彦
所
長
、

他
町
内
外
各
団
体
の

御
臨
席
の
も
と
開
催

さ
れ
、
河
野
組
合
長

の
挨
拶
の
後
、
議
長
に
岩
田
清
茂
氏

を
選
出
し
て
、
議
事
に
入
っ
た
。
第

一
号
議
案
か
ら
第
十
二
号
議
案
が
審

議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
、
可

決
さ
れ
た
。
各
来
賓
の
方
よ
り
、
林

業
界
は
構
造
的
不
況
の
中
で
、
木
造

住
宅
の
減
少
、
外
材
の
輸
入
等
に
よ

り
、
明
る
い
材
料
は
少
な
い
が
、
椎

茸
産
業
を
、
さ
ら
に
安
定
充
実
さ
せ
る

こ
と
に
よ
り
、
今
後
も
、
複
合
経
営

の
柱
と
し
て
林
業
経
営
を
維
持
し
な

が
ら
、

一
町
歩
百
円
運
動
等
を
基
盤

に
、
県
産
材
の
宣
伝
、
需
要
拡
大
と

林
政
活
動
の
強
化
を
計
り
な
が
ら
、

や
か
て
く
る
国
産
材
時
代
に
向
け
て
、

除
間
伐
を
、
組
合
員
、
役
職
員
一
丸

一

と
な
っ
て
、
積
極
的
に
邁
進
さ
れ
る

よ
う
力
強
い
御
祝
辞
を
賜
わ
り
、
今

岡
理
事
の
閉
会
の
挨
拶
で
盛
会
に
終

購
買
部
門

一
、
木
材
、
椎
茸
、
緑
化
木
、
ぜ
ん

ま
い
の
系
統
共
販
を
推
進
す
る
。

二
、
間
伐
、
除
伐
施
業
協
業
に
よ
る

林
産
事
業
を
拡
充
す
る
。

三
、
椎
茸
共
同
選
別
、
共
同
計
算
の

成
果
を
上
げ
る
。

販
売
部
門

l
、
各
種
林
業
振
興
事
業
の
推
進
と

生
産
技
術
の
向
上
を
図
る
。

2
、
協
業
体
制
の
確
立
を
す
す
め
、

林
業
の
経
営
近
代
化
を
図
る
。

指
導
部
門

了
し
た
。
昭
和
六
十
一
年
度
運
営
の

基
本
方
針
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

価
値
あ
る
山
林
を
造
る
た
め
、
又

椎
茸
生
産
を
す
る
た
め
の
御
相
談
は

い
つ
で
も
森
林
組
合
へ
。

木
材
価
格
の
低
迷
で
林
業
は
極
め

て
厳
し
い
情
勢
で
あ
り
こ
れ
に
対
処

す
る
た
め
、
地
域
林
業
の
真
の
担
手

に
ふ
さ
わ
し
い
組
織
並
び
に
経
営
体

制
の
強
化
を
は
か
り
森
林
の
も
つ
公
益

性
や
木
造
住
宅
の
良
さ
を
広
め
る
運
動

を
一
町
歩
一

0
0円
運
動
を
通
し
て
す

す
め
る
と
と
も
に
山
を
守
り
育
て
る

森
林
組
合
活
動
の
活
性
化
を
図
る
。

総

括

昭
和

61年
度

運
営
の
基
本
方
針

利
用
部
門

一
、
優
良
山
行
苗
を
生
産
し
斡
旋
す
る
。

二
、
生
産
資
材
の
斡
旋
、
系
統
購
買

を
推
進
す
る
。

一
、
林
道
、

す
る
。

二
、
受
託
森
林
造
成
事
業
の
拡
充
と

森
林
経
営
事
業
の
実
施
に
あ
た
る
。

三
、
森
林
総
合
利
用
事
業
の
利
用
拡

大
を
推
進
す
る
。

作
業
道
の
開
設
を
推
進

一
、
職
員
の
資
質
の
向
上
を
図
る
。

二
、
健
全
な
組
合
運
営
と
活
動
を
展

開
す
る
。

管
理
部
門

一
、
組
合
員
に
対
す
る
林
業
振
興
事

業
資
金
の
貸
付
。

二
、
制
度
資
金
を
活
用
し
林
業
経
営

の
近
代
化
を
図
る
。

金
融
部
門



(7) 臣⑬檄吾 帥。砂。砂⑲

ア
、
は
じ
め
に

キ
ハ
ダ
の
樹
皮

（
内
皮
）
は
健
胃

坂
上

実

四
キ
ハ
ダ
人
工
林
に
お
け
る

（
内
皮
）
量
に
つ
い
て

原

国

紘

省
略
（
詳
し
く
は
‘
林
業
課
、
森

林
組
合
ま
で
）

口
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
の
病
害
虫

逸
見

（
別
記
〇
参
照
）

口
間
伐
材
の
利
用

日
間
伐
に
つ
い
て

旱

林
業
技
術
研
究
発
表

林
業
試
験
場
に
お
け
る
林
業
技
術

研
究
発
表
会
が
、
一
月
三
十
日
、
東

宇
和
教
育
会
館
に
お
い
て
行
な
わ
れ

た
。
次
に
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

ー
成
木
摘
伐
を
主
と
し
て
ー

間

室

三

郎

得

居

修

成
木
摘
伐
は
、
①
需
要
に
適
応
し

た
「
市
場
性
の
高
い
材
」
を
供
給
す

る
、
②
主
伐
す
る
ま
で
に

「
早
期
の

収
入
」
を
得
る
‘
③
小
径
木
と
大
径

木
を
伐
採
す
る
こ
と
に
よ
り
、
直
径

分
布
の
幅
が
せ
ま
く
、
年
輪
幅
の
均

一
な
均
質
林
分
の
達
成
が
で
き
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
行
な
う
。

（詳
し
く
は
、
農
林
だ
よ
り

11
月
分
を

御
参
照
下
さ
い
。）

剤
で
あ
る
ベ
ル
ベ
リ
ン
を
含
む
た
め

生
薬
と
し
て
の
需
要
が
増
大
し
、
天

然
木
の
減
少
に
伴
な
い
、
近
年
人
工

林
の
造
成
に
つ
い
て
も
関
心
が
も
た

れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
昭
和

37
年

3

月
よ
り
そ
の
育
成
方
法
に
つ
い
て
試

験
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

今
回
伐
倒
剥
皮
を
行
な
い
、
樹
皮

（
内
皮
）
量
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た

の
で
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
報
告
す

る。イ
、
調
査
林
分
概
要

場
所
ー
面
河
村
大
味
川
（
県
有
林
）

標
高
1
620m、

山
麓
の
階
段
状
、

水
田
跡
地
、

BD
型
土
壌

s
4
7
.
3、
10a300
本
植
栽

直
幹
部
分
を
高
く
す
る
た
め
、
枝

打
ち
‘
施
肥
等
の
施
業

伐
採
時
林
齢

13年
生
、
平
均
樹
高

い
m
‘
平
均
胸
高
直
径
闊
Cm

、
生

立
本
数

240
本

ウ
、
調
査
方
法
の
概
要

毎
木
調
査
の
結
果
か
ら

4
1
1
6
c
m

の
範
囲
内
で
、
胸
高
直
径
階
毎
に
総

数

19本
の
標
準
木
を
選
定
し
、
伐
倒

後
、
各
標
準
木
に
つ
い
て
樹
高
、
胸

高
直
径
、
枝
下
高
及
び
枝
下
直
径
を

測
定
す
る
と
共
に
引
続
き
剥
皮
を
行
っ

こ。f
 幹

材
積
は
原
則
と
し
て
1
m
毎
の

区
分
求
積
に
よ
り
算
定
し
た
。
内
皮

は
、
剥
皮
後
、
天
日
乾
燥
を
行
っ
た

う
え
、
ノ
ギ
ス
を
使
用
し
て
内
皮
厚

を
測
定
す
る
と
共
に
幹
と
支
条
に
分

別記〇

1 間伐材の利用方法と用途

間伐材の利用方法と用途

利用 区 分 主な利用先・用途 必要な加工処理

足場丸太 土木建築工事現場・造船所 剥皮、面取り（元口） ① 

〈い丸太支柱
農事用、土木用、緑化木支柱、 剥皮、先削り、丸削り

② 

丸
養殖用筏、牧場棚など 防腐処理、焼加工

太小 電 柱電力通信用電柱 剥皮、防腐処理

と坑 木採鉱、ずい道工事現場 防腐処理

し
公園ペンチ、棚、遊具、縁どり、 剥皮、丸削り、半割り 、輪切り、

て公園施設
休憩小屋、あづま屋、カーボー 継手加工、防腐処理、焼加工、

の丸太小屋

利
ト、キャ ンピングハウスなど 塗装

用 テープル、ペンチ、椅子、飾り
剥皮、丸削り、半割り、輪切り、

家具小木工芸品 棚、花台、花瓶、 ペン皿、壁掛
穴あけ、継手加工、防腐処理、

焼加工、乾燥処理、目出し、ろ
什器、その他小木工芸品など

〈ろ、塗装、サンディング

建築用材（柱、門柱、母屋、根 ③ 

太、たる木、野地板、ラス下地

製 板、かわら棒など）

材製 材 品 土木用材（押板、せき板、型枠、 剥皮、製材 剥皮

品 （ひき角 、割、板類） 材木など）④

と 輸送・梱包用材（ダンネージ、 ⑤ 

し ドラム材、 バレッ ト、各種製函

て 梱包材など）

の 建築用材（集成材、たてつぎ材、 ⑥ 
利 幅はぎ野地板、たたみ下地板、 製材品の乾燥、乾燥・未乾燥材
用集成加工材

ラス下地板など） の接着（積層 幅はぎ・たてつ
（製材品の二次加工）

建築土木仮設材（足場板） ぎ）、防腐処理、塗装、焼加工、

輸送・梱包用材（各種） サンディ ング

単 板 単板積層材(LVL)、合板 単板切削 乾燥．接着 ⑦ 

原 チ ソ プ 製紙用バルプ、ポード類 チップ化（削片化） ⑧ 

材
木 毛

梱包用バ y キン：木毛セメント
木毛切削、木毛板成型 ⑨ 

料 板、たたみ

利 家畜敷科、きのこ培地、燃料な
用 木 粉

ど
木粉化、粉砕加工 R 

樹皮 その他 燃料、家畜敷料、堆肥など 粉砕加工、炭化、圧縮成型

①5.2m以上、末口 5cm以上、元口 7~11cm。

鉄バイプに押されているが、組立てが迅

速、足がかりが良い、切り使いが自由等

の理由でみなおされつつある。

②緑化木の支柱は公団道路法、工場立地法

により緑地造成が義務づけられているの

で年々需要が増えている。工事の設計で

規格（厳守）が決まるので受注生産的に

なる。

③原木1本から心持ちの製品を 1丁取りし、

背板からぬき、野地板、かわら材などを

取る。みえがくれ材として使う。品質、

量ともに安定供給されれば外材と対抗出

来る。

④押角（パタ角）という仮設材が主。材長

の50％以上挽き面があり断面の欠を補う

と正方形にならなければならない。

⑤ダンネージとは船倉で荷〈ずれしないよ

うに間仕切 りをしたり、緩衡用に用いる

小角材である。

⑥小巾板を未乾媒状態で幅はぎをして野地

板や床下地などを作る 。

⑦小型のロータリーレースで単板を切削し、

それを繊維方向にそろえて積層接着する。

家具に使う。

⑧チップとは厚さ 4mm、長さ25mm位の削片で製紙パルプ用である。

⑨短尺木を木毛機で繊維方向に 1~1.5mmの太さに切削したもの。

⑩スギのおが粉はヒラタケ、エノキタケの培地となる。

類
し
て
風
幹
重
量
を
測
定
し
た
。

（
別
記
R
参
照
）

工
、
ま
と
め

キ
ハ
ダ
の
内
皮
収
穫
量
は
、
胸
高

直
径
、
幹
材
積
と
深
い
か
か
わ
り
合

い
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
通
直
な
長
幹

材
を
育
成
す
る
た
め
の
枝
打
ち
、
直

径
成
長
を
促
進
す
る
た
め
の
保
育
、

肥
培
管
理
に
心
が
け
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
度
、
内
皮
の
収
穫
量
等
に
つ

い
て
数
量
的
な
把
握
を
こ
こ
ろ
み
た

が
資
料
不
足
で
今
後
の
検
討
に
ま
た

ね
ば
な
ら
な
い
点
も
あ
る
が
、
林
分

調
査
の
結
果
等
を
ふ
ま
え
、
単
価
面

積
当
た
り
の
収
穫
量
を
あ
る
程
度
予

測
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。/- -

せ林な
下 業お
さ 試 ‘
い 験 詳
゜場細

ま は
で‘
お林
問 業
い 課 以
合‘

、 / 上
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三木喜昌が重疇：市言雪；守置
----弐文;
優良材生産は直材づくりから．I こー”椎茸生産はクヌギ林造成から．，

肱川土場木材相場表 第401回昭和61年 1月27日
県森連市より （単位オ当り：円）

I肱川町森林組合乾椎茸相場表I
1.市売日……昭和61年 1月14日

ス ギ ヒノキ マ‘ソ
長さ 未口 径 その他

チョク マガリ チョク マガリ
1.販売数量……135ケー ス l,879.2kg 
1.数量内容及ぴ平均単価

7cm下 本 225本 81本 302本 62 松パルプ

8cmJ::. 65 36 87 33 未口 6cm..l:. 信 1ドンコ l特 用 バ レ Iコーコ lその他

4m 12cmJ:. 71 33 121 71 1＆コ上 68長さ 2m
18cm上 73 134 24cm上 71 33円

30cmJ:. 109 215 如 上 85
雑パルプ

7cm下 本 124本 42本 172本 42 未口 6cm上
8cmJ:. 49 44 51 48 長さ 2m

閂 ー5:： ： ：I I1,:し:；1 |14: ： : 
I 3,1201-12,026 

1.銘柄別価格

3m 11cm J::. 49 44 83 48 41円
13cmに） 82 134 18cm_l:64 
13cmほ） 102 180 24cm....I::67 _,~ IJ方オ

18cm上 64 113 30cm....1::. 74 材（松・杉・桧）

未口 3-6cm 

銘 柄 単 価 銘 柄 単 価

大 厚 7,210 ドンコ小 3,920 
中厚上 特用大葉 3. 91 0 

7cmr 本 42本 7本 42本 7 長さ 2m
2m 8cmJ:. 25 15 25 i5 1本71円

16cmJ:. 39 15 49 22 13cm上 33
松ハリ材30cm_f: 57 109 30cmJ: 33 

183 
16cm-22cm 

6m 13cmに） 75 3m 64円
13cmほ） 95 295 4m 79円

特選
13cmに） 127 190 5m 92円

13cm(m 250 512 6m 85円

中厚並 5,250 大，，くレ 3,250 
小 厚 4,575 特用中薬 3,770 
大ウス 4,990 中パレ 3.o 1 0 
中ウス上 特用小葉 3,430 
中ウス並 4,660 ,Jヽ ，，<レ 2,980 
4、ウス 3.9 0 1 変形大

足場 lm当り25-150円 尺当り 8~50円 1等材
ジャミウス 3.2 5 0 変形小

1庸考
依然雪 の影響で原木不足が続き全般に高値。特に杉・桧柱材、

/」ヽ 丸太材に入気集中。

ドンコ大 7,320 色 落 2,650 
ドンコ中 5,750 コーコ

別記R キハダ

胸高直径と幹の内皮収穫量との関係

表ー1 標準木と内皮収穫量 表ー2 内皮材積の有皮幹材積にしめる割合

『： 樹高 胸高直径 枝下高 枝下直径 幹材積 内皮収穫量（風乾重量）（kg)

(m) (cm) (m) (cm) (ml) 
幹部分枝条部分 計 ビ有材皮幹質 材無皮積幹 内皮材積 内皮率

(m3) (m') (m') （％） 

1 11. 7 15.3 6.6 10.6 0.1027 4.46 0.51 4.97 1 0.1027 0.0965 0.0060 5.8 

2 11.2 12.2 5.2 9.2 0.0654 3.12 0.06 3.18 2 0.0654 0.0613 0.0041 6.3 

3 10.5 11. 7 5.0 7.9 0.0466 1.86 0.24 2.10 3 0.0466 0.0430 0.0036 7.7 

4 11.5 13.0 6.7 8.2 0.0704 3.42 0.26 3.68 4 0.0704 0.0656 0.0048 6.8 

5 8.5 8.4 4.9 6.4 0.0249 1.43 0.13 1.56 5 0.0249 0.0222 0.0027 10.8 

6 5.3 4.3 2.3 3.5 0.0041 0.40 0.40 6 0.0041 0.0037 0、0004 9.8 

， 6.7 5.8 3.8 4.1 0.0082 0.30 0.30 ， 0.0082 0.0076 0.0006 7.3 

10 10.7 7.4 5.8 4.9 0.0191 0.83 0.83 10 0.0191 0.0170 0.0021 11.0 

1 1 11.2 13.1 5.2 7.6 0.0680 2.94 0.66 3.60 1 1 0.0680 0.0641 0.0039 5.7 

1 2 11.6 11.8 6.8 7.7 0.0594 2.31 0.18 2.49 12 0.0594 0.0560 0.0034 5.7 

13 9.6 11.4 5.1 8.5 0.0521 2.30 0.56 2.86 13 0.0521 0.0490 0.0031 6.0 

14 7.9 8.1 4.4 6.0 0.0212 1.16 0.14 1.30 14 0.0212 0.0194 0.0018 8.5 

1 5 7.8 8.2 3.8 6.4 0.0178 0.67 0.09 0.76 1 5 0.0178 0.0169 0.0009 5.1 

16 5.9 3.8 2.3 3.2 0.0031 0.22 0.22 16 0.0034 0.0032 0.0002 5.9 

1 7 5.5 3.4 3.0 2.5 0.0023 0.16 0.16 1 7 0.0023 0.0020 0.0003 13.0 

1 8 7.7 8.6 3.1 7.0 0.0219 1.20 0.14 1.34 18 0.0219 0.0202 0.0017 7.8 

1 9 7.1 8.5 2.9 7.4 0.0210 1.14 0.11 1.25 19 0.0210 0.0191 0.0019 9.1 

2 1 4.3 3.2 2.2 3.0 0.0019 0.15 0.15 2 1 0.0019 0.0017 0.0002 10.5 

22 7.2 4.8 3.7 3.7 0.0062 0.31 0.31 22 0.0062 0.0057 0.0005 8.1 
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タ
マ
ネ
ギ
の
管
理

貯
蔵
性
の
高
い
タ
マ
ネ
ギ
を
生
産

す
る
た
め
に
は
、
追
肥
を
早
め
に
施

用
す
る
こ
と
か
大
切
と
な
り
ま
す
。

追
肥
の
時
期
は
、
三
月
上
旬
か
ら

中
旬
ま
で
と
す
る
。

施
用
量
は
一
可
当
り
化
成
肥
料
で

五
！
六
咋
年
が
適
量
で
す
。

追
肥
の
時
期
が
遅
れ
る
と
急
激
に

タ
マ
ネ
ギ
の
地
上
部
か
成
長
し
軟
弱

と
な
り
ま
す
か
ら
注
意
す
る
。

な
お
、
中
耕
除
草
を
軽
る
＜
行
な

い
成
長
促
進
を
は
か
る
と
よ
い
。

灰
色
カ
ビ
病
、
ベ
ト
病
の
予
防
と

し
て
ダ
イ
セ
ン
・
ダ
イ
フ
ァ
ー
水
和

剤
の
五
百
倍
液
と
ト
ッ
プ
ジ
ン

M
水

和
剤
の
千
五
百
倍
液
を
予
防
散
布
し

て
お
く
こ
と
。

ウ
ド
の
管
理

ウ
ド
の
芽
か
動
き
始
め
る
の
で
、

地
上
部
を
刈
取
り
整
理
清
掃
を
す
る
。

芽
出
し
肥
と
し
て
化
成
肥
料
を
一

勺
当
り
四
ー
五
咋
ZO
を
施
用
す
る
。

中
耕
除
草
を
し
て
、
軽
る
＜
土
寄

せ
、
畦
上
げ
を
す
る
。

除
草
剤
と
し
て
、
一
勺
当
り
ジ
マ

ジ
ン
で
十
五
勺
フ
、
ニ
ッ
プ
乳
剤
の
場

合
は
八
十

g
を
水
七
ー
十
り
い
に
溶
か

野

菜

ユ
ズ
の
管
理

一
、
ユ
ズ
の
整
枝
、
剪
定

（
ユ
ズ
の
生
理

ユ
ズ
は
深
根
性
で
あ
り
、地
上
部
は
直

立
性
が
強
い
の
で
、
誘
引
整
枝
を
し
な

い
と
栄
養
生
長
が
強
ま
り
樹
冠
拡
大
は

容
易
で
あ
る
が
、
早
期
結
実
が
悪
い
。
剪

定
量
は
樹
冠
容
量
の
一

0
％
内
に
と
ど

め
、
栄
養
生
長
と
生
殖
生
長
の
バ
ラ
ン

ス
を
図
り
な
が
ら
骨
格
づ
く
り
整
枝
以

外
の
剪
定
は
で
き
る
だ
け
軽
く
す
る
。

②
表
年
・
裏
年
の
剪
定

表
年
二
判
定
時
期
を
早
め
る
こ
と

に
よ
り
、
少
し
で
も
長
い
春
枝
（
来

年
の
結
果
母
枝
）
を
発
生
さ
せ
、
ニ

月
中
下
旬
頃
か
ら
行
な
い
、
切
り
返

し
を
多
く
す
る
。

裏
年
二
剪
定
時
期
を
遅
ら
せ
、
ニ

ー
三
月
の
花
芽
分
化
を
待
つ
。
更
に

奮
を
確
認
し
て
か
ら
の
剪
定
と
す
る
。

果
樹
園
の

管

運

し
て
散
布
す
る
。

粒
剤
の
場
合
は
、
ト
レ
フ
ァ
ノ
サ

イ
ド
粒
を
一
勺
当
り
三
百
〗
ラ
を
散
布

す
る
。

た
だ
し
‘
除
草
剤
散
布
の
折
、
ウ

ド
の
芽
に
直
接
か
け
な
い
よ
う
注
意

す
る
。

〔図 1〕 幼木の整枝

2m 

lm 

20~ 
30cm 

定植

または
仮植

強い土用芽3~4本を主枝

候補とし、適度の長さで切

り返す。土用芽に隙間な〈

春枝を群生させる

一
放置してでき
るだけ樹冠の

拡大を図る

＇ 

3~4本主枝の

開芯自然型の骨
格を形成する 。

/しI

(1年生）春夏
(2年生） (3~4年生） (5~6年生）

③
剪
定
の
基
本
は
誘
引
と
間
引

①
間
引
剪
定
と
切
り
返
し
剪
定
は

相
反
す
る
。

ユ
ズ
は
間
引
き
を
中
心

と
す
る
。
②
剪
定
は
二
月
下
旬
か
ら

三
月
中
に
実
施
す
る
。
樹
勢
が
強
く
‘

結
果
量
の
少
な
い
樹
は
間
引
き
を
主

体
に
お
き
、
樹
勢
が
弱
く
、
結
果
過

多
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、
切
り
返

し
を
主
体
に
剪
定
す
る
。
誘
引
は
三

年
目
頃
か
ら
四
五
度
位
の
角
度
を
も
っ

て
、
主
枝
、
亜
主
枝
を
行
な
う
。

枝
の
先
端
は
立
て
て
、
樹
勢
維
持

を
図
る
。

④結果を良くするための剪定

①ニー三年生で主枝を確立し

誘引整枝を行なう。

②四ー五年生で主枝に対する

亜主枝を作り、優良な結果母枝

を多く確保する。

③六年生以上では‘主枝、亜

主枝の確立と側枝を確保し、平

均した結果樹とする。

④剪定の具体的な方法
の

枝
多長置

虹`

`>川苦土石灰の施用

ニー三月に苦土石灰と堆肥等

（有機物）の施用で土づくりを行

ない、活力ある細根を多くして、

結果母枝の充実を図る。

②施肥

三月中旬に春肥を施用する。

燐加安一四号を一0アール当た
り‘-1三年生で一0kg、四ー

五年生で五0kg、六年生以上、

成木で六0kgを目安に、地カ・

樹勢等により増減するとよい。

中野尾月正予林子 小
大 L 3 月3 月3 3 

2月37 2月36 2月35 2月30 1月39 18 月3 1月33 1月32 11 月3 月63 月35 月4 3 
津山藪 クロ p 月

24 14 醤油 月．． ・ガ 日日 日日日日日日日日日日日日

小岩居谷中大駄 汗 肱 ス （月）徐） （木） （水） （灼（木） （水） （灼（木） （水） （灼（木） （水） （火）

配

（1倉月7） 仕（31谷月51 ） ） （（210 月灼5） 田2（馬8月4） C2困生5)<)0 2仕2） （困栄13月2） 配遣予定日

宇小 達 大岩宇字津中尾野月大岩宇宇津中尾野月
和藪 谷谷和和． 谷谷和和．
川．予

方岩定

面谷日 面面北南 面面北南
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お
忙
し
い
中
、
ご
出
席
頂
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
た
ち
青
年
部
も
、
肱
川
町
発
展
の

た
め
に
一
致
団
結
し
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
町
長
に
お
聞
き
し
た
い
の
で
す

が
、
町
と
し
て
の
方
針
は
ど
う
お
考
え

で
し
ょ
う
か
。

大
野
昨
年
、
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
を
開

催
し
ま
し
た
が
有
意
義
な
事
業
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
関
係
団
体
各
位
に
は

感
謝
し
て
い
ま
す
。

昨
年
十
月

一
日
に
実
施
さ
れ
た
国
勢

積
極
的
に

ふ
る
さ
と
づ
く
り

⑮
初
窃
毬
匈
壱
ぐ
①
念
）

地
域
問
題
懇
談
会

我
が
国
の
経
済
は
、
全
般
的
に
緩
や
か
な
景
気
回
復
の
傾
向
を
示
し
て
い
た

が
、
急
激
な
円
高
の
影
響
に
よ
り
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
当
地
区
に
お
い
て
も
、

依
然
と
し
て
景
気
の
停
滞
が
続
い
て
お
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
お
よ
び
地
域

の
振
興
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
商
工
会
青
年
部
を
中
心
に
肱
川
町
か
ら
大
野
和
町
長
、
肱
川
町
議

会
か
ら
神
井
恵
＿
郎
議
長
、
商
工
会
か
ら
久
保
田
仁
之
会
長
を
招
き
、
今
後
の

町
政
ま
た
商
工
業
の
在
り
方
、
青
年
部
に
対
す
る
要
望
な
ど
の
意
見
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
い
た
。

i
,

＇1
9
べ
、
9

＼
 

'
丁
｀
了
｛
，
t

-

-
―
ー
．

調
査
で
は
、
三
百
二
十
七
名
の
人
口
の

減
少
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
で

農
林
業
の
生
産
高
も
落
ち
込
み
が
激
し

く
、
商
工
業
に
お
い
て
も
厳
し
い
年
に

地域振興・活性化について抱負を語る各氏

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
町
と
し

ま
し
て
も
、
明
る
い
見
通
し
は
立
て
に

く
い
の
で
す
が
、
現
実
を
ふ
ま
え
て
町

発
展
の
た
め
に
対
処
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

ー
農
林
業
の
振
興
だ
け
で
町
づ
く

り
は
出
来
な
い
と
思
い
ま
す
が
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

大
野
町
の
役
目
は
農
林
業
の
振
興
で

あ
る
と
古
文
書
に
も
書
い
て
あ
り
ま
す

が
、
人
口
の
減
少
に
よ
る
農
林
業
の
生

産
性
が
低
下
す
れ
ば
、
商
売
は
あ
り
え

な
い
と
考
え
ま
す
。

最
近
、
生
活
の
分
野
が
広
が
り
商
売

に
も
色
い
ろ
な
形
態
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
に
よ
っ
て
、
よ
そ
か
ら
入
っ
て
く
る

商
品
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
が
、
町
で

生
産
さ
れ
る
農
産
物
を
、
一
・
五
次
産
品

化
し
都
市
部
へ
の
販
路
拡
大
に
よ
り
交

流
を
深
め
る
こ
と
で
町
の
発
展
、
ま
た

人
口
の
増
加
に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま

す。

人
口
の
問
題
に
関
連
し
ま
す
が

町
営
住
宅
の
今
後
の
建
設
計
画
は
。

大
野
人
口
が
減
少
す
る
と
い
う
こ
と

は
非
常
に
残
念
な
こ
と
で
す
。
自
分
の

家
は
自
分
で
守
る
こ
と
が
墓
本
で
す
が
、

昨
年
の
十
二
月
議
会
で
定
住
促
進
対
策

I
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一

一
神
井
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会
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長
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之
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上
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工
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部
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司
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地
域
住
民
の
皆
さ
ま
に
は
私
た
ち

商
工
業
者
に
対
し
、
深
い
ご
理
解
と

ご
愛
顧
を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。最

近
の
経
済
情
勢
は
、
新
聞
・
テ

レ
ビ
な
ど
の
報
道
で
ご
周
知
の
と
お

り
、
内
需
の
不
振
な
ど
か
ら
な
お
景

気
の
停
滞
が
続
き
地
域
経
済
の
活
性

化
が
求
め
ら
れ
る
な
ど
、
ま
だ
ま
だ

厳
し
さ
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
当
地
域

に
お
き
ま
し
て
も
‘
;

「

|

[
[
[
[
[
[
i
P
`
[

- (
 

体
的
に
今
何
を
成
す
べ
き
r
~
‘
f
f

か
を
本
音
で
、
真
剣
に
問
わ
れ
る
年

で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た

な
か
に
あ
っ
て
、
昨
年
は
肱
川
町
・

農
協
•
森
林
組
合
・
商
工
会
の
意
識

の
連
携
に
よ
り
、
第
一
回
の
「
ふ
れ

あ
い
ま
つ
り
」
を
実
施
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
お
陰
様
で
一
応
の
成
果
は

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
年
は
、
さ

ら
に
住
民
の
皆
さ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い

を
深
め
る
た
め
、
内
容
の
充
実
を
計

り
、
実
施
の
方
向
で
進
み
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

次
に
、
地
域
の
活
性
化
お
よ
び
商

工
業
の
振
興
を
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
地
場
産
業
の
少
な

い
当
地
区
に
お
い
て
考
え
ら
れ
る
こ

と
は
、
産
業
お
こ
し
で
あ
り
、
収
益

性
の
高
い
観
光
開
発
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。
幸
に
し
て
昭
和
六
十
一
年
度

は
、
国
土
庁
よ
り
「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

ふ
る
さ
と
事
業
」
の
指
定
決
定
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
商
工
会
に
お
き

ま
し
て
も
「
村
お
こ
し
事
業
」
の
指

，
＼

定
を
受
け
る
た
め
準
備
を

日

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

)
ぃ[[い且

;̀
1
し
て
は
‘
関
係
各
位
、
地

区
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
‘
知
恵
、

勇
気
お
よ
び
団
結
と
協
調
が
必
要
で

あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
ど
う
か
‘
皆

様
方
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

今
年
は
「
国
際
平
和
年
」
で
す
。

平
和
で
住
み
よ
い
、
生
き
が
い
の
あ

る
町
づ
く
り
に
、
皆
さ
ん
と
共
に
ま

い
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
皆
様
方
の
今
年
の
ご
好

運
を
心
か
ら
祈
念
し
て
ご
あ
い
さ
つ

と
致
し
ま
す
。

会

長

久

保

田

仁

之

観
光
開
発
で

地
域
の
活
性
と
振
興
を
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部
員
B

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
に
よ
る
町

内
へ
の
波
及
効
果
、
ま
た
魅
力
あ
る
町

長
期
的
展
望
で

活

性

化

条
例
を
設
定
し
、
住
宅
政
策
を
来
年
度

以
降
も
積
極
的
に
進
め
る
意
向
で
す
。

町
営
住
宅
も
必
要
に
応
じ
て
建
設
す
る

計
画
で
す
。

久
保
田
肱
川
町
が
魅
力
あ
る
町
に
な

れ
ば
自
然
と
人
口
は
増
加
す
る
と
思
い

ま
す
。
住
宅
建
設
や
土
地
造
成
な
ど
よ

り
ま
ず
、
住
み
よ
い
魅
力
あ
る
町
づ
く

り
が
先
決
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。

ー
そ
う
で
す
ね
。
肱
川
町
を
魅
力

あ
る
町
に
す
る
た
め
に
は
住
民
が
一
体

と
な
っ
て
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
問
題
で
す
ね
。

部
員
A

魅
力
あ
る
町
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
に
町
と
し
て
も
、
有
能
な
人
材

の
育
成
が
今
後
必
要
に
な
っ
て
く
る
と

思
い
ま
す
が
、
ど
う
お
考
え
で
し
ょ
う

~力゚大
野
人
づ
く
り
は
非
常
に
む
ず
か
し

い
問
題
で
す
。
自
分
で
自
分
を
つ
く
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

地
域
の
問
題
に
し
て
も
、
若
い
人
が

意
欲
を
も
っ
て
物
事
に
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
町
と
し
て
も
そ
の

た
め
の
お
手
伝
い
は
し
ま
す
。

—

た
と
え
ば
、
社
会
体
育
な
ど
の

交
流
の
場
に
お
い
て
の
人
づ
く
り
と
い

う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

大
野
そ
う
で
す
。
お
互
い
一
人
ひ
と

り
が
取
り
組
む
問
題
で
‘
依
存
し
て
は

い
け
な
い
と
考
え
ま
す
。

づ
く
り
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
や
事
業
、

た
と
え
ば
村
お
こ
し
事
業
、
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
ふ
る
さ
と
事
業
に
よ
る
経
済
波
及

効
果
は
ど
う
考
え
ら
れ
ま
す
か
。

久
保
田
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
は
来
年
以

降
も
続
け
る
方
針
で
す
。
町
の
繁
栄
、

町
民
の
意
識
の
高
揚
、
ま
た
商
売
人
に

や
る
気
を
起
こ
さ
せ
る
こ
と
が
一
番
の

ね
ら
い
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
な
り
の
効

果
は
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ふ
る
さ
と
事
業
も
予

算
が
決
定
し
ま
し
た
。
行
政
に
お
い
て

観
光
施
設
の
整
備
や
観
光
客
動
員
の
た

め
の
観
光
開
発
に
、
関
係
機
関
の
声
を

聞
い
て
対
処
さ
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

村
お
こ
し
事
業
に
つ
き
ま
し
て
も
、

少
し
で
も
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

よ
う
検
討
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
野
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ふ
る
さ
と
事
業

は
、
ふ
る
さ
と
に
活
気
を
起
こ
す
事
業

だ
と
考
え
ま
す
。
商
工
業
関
係
に
つ
き

ま
し
て
も
考
慮
し
て
、
具
体
策
を
検
討

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

作
っ
た
物
を
そ
の
後
ど
う
活
用

し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
も
考
え
て
お

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
問
題
で
す
ね
。

大
野
ま
ず
目
的
を
明
確
に
し
、
長
期

的
展
望
に
立
っ
て
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
机
上
の
計
画
だ
け
で
は

い
け
な
い
で
し
ょ
う
。

商
品
の
付
加
価
値
に
つ
い
て
町

と
し
て
の
今
後
の
考
え
は
ど
う
で
し
ょ

~
゜

う
カ

大
野
特
産
開
発
セ
ン
タ
ー
の
ね
ら
い

は
、
多
品
種
多
品
目
の
生
産
さ
れ
て
い

る
も
の
を
商
品
化
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

そ
れ
が
付
加
価
値
と
い
う
こ
と
に
も
つ

農
林
業
施
策
に
は
補
助
金
の
運

用
が
幅
広
く
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
商

工
業
に
対
し
て
は
意
識
、
理
解
が
さ
れ

て
な
い
と
思
う
の
で
す
が
そ
の
点
に
つ

い
て
の
お
考
え
は
。

神
井
肱
川
町
の
基
幹
産
業
は
農
林
業

で
す
が
、
最
近
で
は
、
建
設
業
な
ど
二

次
、
三
次
産
業
の
ウ
エ
イ
ト
が
大
き
く

な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
商
工
業

を
違
う
角
度
か
ら
見
る
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
で
も
、
補
助
金
に
よ
る
農

林
業
政
策
は
成
功
ば
か
り
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
も
付
け
加
え
て
お
き
ま
す
。

大
野
農
林
業
に
対
す
る
補
助
金
が
多

い
の
は
道
路
の
新
設
、
舗
装
な
ど
の
基

盤
整
備
が
主
で
、
そ
の
他
に
農
協
、
森

林
組
合
に
も
運
用
さ
れ
て
い
る
か
ら
で

す。久
保
田
農
林
業
は
過
保
護
す
ぎ
て
甘

え
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で

す
が
、
商
工
業
者
の
声
も
反
映
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

最
近
特
に
、

購
売
力
の
流
出
が

若
い
力
で地

域
の
開
発

な
が
る
と
思
い
ま
す
。

ユ
ネ
リ
は
自
信
を
持
っ
て
市
場
へ
出

せ
る
商
品
で
す
。
都
市
部
へ
の
販
路
拡

大
も
で
き
ま
し
た
。

自
信
を
持
っ
て
売
れ
る
商
品
開

発
が
今
後
の
課
題
で
す
ね
。

大
野
ユ
ネ
リ
以
外
の
商
品
に
つ
い
て

も
試
験
研
究
を
重
ね
、
肱
川
町
の
自
慢

で
き
る
商
品
開
発
を
進
め
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

地
域
発
展
の
た
め
の
今
後
の
対

応
策
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

大
野
魅
力
あ
る
町
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
た
め
に
は
‘

一
人
ひ
と
り
が
自
分

活
性
化
へ
の
対
応

激
し
い
が
、
消
費
者
も
、
も
う
一
度
肱

川
町
を
考
え
直
し
て
は
し
い
で
す
ね
。

大
野
開
発
セ
ン
タ
ー
と
し
ま
し
て
も

月
一
回
の
農
産
勁
の
特
売
日
を
、
ま
た

イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
ふ
や
し
て
肱
川
町
を

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す。神
井
十
年
前
は
農
業
後
継
者
も
多
か
っ

た
が
、
現
在
は
非
常
に
少
な
く
な
っ
て

き
て
い
る
。
そ
の
点
、
青
年
部
は
安
定

し
て
い
る
と
思
う
。
こ
れ
か
ら
は
青
年

部
が
主
役
と
な
り
、
活
力
あ
る
若
い

カ
で
村
お
こ
し
、
町
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
ほ
し
い
。

久
保
田
魅
力
あ
る
町
づ
く
り
、
村
お

こ
し
、
ま
た
流
出
の
防
止
対
策
に
し
て

も
、
皆
ん
な
が
や
る
気
を
起
こ
す
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
地
域

の
活
性
化
も
計
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

部
員

c
河
辺
川
ダ
ム
問
題
、
町
づ
く

り
と
色
い
ろ
な
問
題
を
か
か
え
て
い
ま

す
が
、
指
導
的
な
立
場
の
人
が
協
議
し

具
体
的
な
案
を
出
し
、
前
向
き
の
姿
勢

で
、
慎
重
に
進
め
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す。

こ
れ
か
ら
は
自
分
た
ち
の
時
代

だ
と
い
う
気
持
ち
を
も
っ
て
、
若
い
力

を

一
層
団
結
し
、
新
し
い
肱
川
町
を
作
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま

す。

の
仕
事
に
情
熱
を
持
ち
、
経
済
の
活
性

化
を
計
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
思
い
ま
す
。

河
辺
川
ダ
ム
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の
利
益
に
つ
な
が

り
、
地
域
へ
の
経
済
効
果
も
考
慮
し
、

町
発
展
の
た
め
に
な
る
よ
う
時
間
を
か

け
て
検
討
し
対
処
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

神
井
肱
川
町
発
展
の
た
め
に
も
、
今

後
も
青
年
部
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
、
ダ

ム
の
問
題
に
し
て
も
連
絡
を
密
に
し
て

前
向
き
に
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

久
保
田
ま
ず
肱
川
町
を
魅
力
あ
る
町

に
す
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
に
は
、
何
度

も
言
っ
て
い
る
こ
と
で
す
が
、
関
係
団

体
が
一
致
団
結
し
て
協
力
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

長
時
間
に
わ
た
り
貴
重
な
ご
意

見
を
聞
か
せ
て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
青
年
部
と
し
て
も
肱
川
町

の
発
展
お
よ
び
活
性
化
の
た
め
に
活
動

を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。
本
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
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疵 舎癒 鹿し

チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
イ
ズ

当

選

者

発

表

肱
川
ク
ロ
ー
パ
ー

ス
タ
ン
プ
会
と
歳
末

連
合
大
売
出
し
協
賛

会
は
、
昨
年
十
二
月

一
日
か
ら
三
十
一
日

ま
で
の
一
カ
月
間
、

恒
例
の
歳
末
連
合
大
売
出
し
を
行
い
ま

し
た
が
、
期
間
中
に
は
加
盟
店
で
お
買

上
げ
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

一
月
六
日
、
投
票
を
い
た
だ
き
ま
し

た
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
イ
ズ
投
票
券
を
開
票

し
ま
し
た
。
特
等
(
+
万
円
）
と
残
念

賞
（
五
千
円
）
に
次
の
方
々
が
ご
当
選

さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
な
お
、
正
解
は
四
十
九
万
百
二
十

四
円
で
し
た
。

特
等肱

川
町
森

二
宮

賢

一

郎

様

残
念
賞

肱

川

町

鹿

野

川

森

岡

マ

チ

ヱ

様

＂

見

ノ

越

城

戸

雅

英

様

＂

鹿

野

川

和

気

拓

様

＂

小

藪

三

井

礼

奈

様

＂

鹿

野

川

中

本

義

子

様

-
9
9
,
'
9
9
,
'
,
'
9ヽ9
9
,
'
’

り

9
9
9
9
’
9
9

ー
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’
’
9
9
,
‘
9
9
,
'
‘
,
'
,

＇

9
,
'
’
l
i
l
'
’
9
9
9
9
9
9
‘

♦

9
9

ヽ
9
9
9

ヽ
9

ヽ
9
9

♦

ヽ
9
9
9
,
`
‘
9

ヽ
9
9
9
9

♦
ヽ
9
ヽ
9
9
9
9
9

ヽ
9
9

一
私
た
ち
に
と
っ
て
昭
和
六
十
一
早
く
か
ら
夜
遅
く
ま
で
、
そ
れ
は
忙
が
り
が
店
の
経
営
を
し
っ
か
り
と
続
ー

一

一

一
年
は
大
き
な
選
択
の
年
に
な
る
と
し
く
皆
一
生
懸
命
で
あ
る
。
こ
れ
が
商
け
て
行
け
ば
、
自
然
に
考
え
方
も
一

一一

思

う

。

売

か

と

思

う

く

ら

い

。

お

客

様

に

対

し

変

わ

っ

て

く

る

の

で

は

な

い

だ

ろ

ー

一一-
「

村

お

こ

し

」

「

リ

フ

レ

ッ

シ

ュ

誠

心

誠

意

を

尽

く

す

の

は

、

所

は

変

っ

う

か

。

-

一
ふ
る
さ
と
事
業
」
「
河
辺
川
ダ
ム
問
て
も
商
売
精
神
は
皆
同
じ
で
な
く
て
は
あ
い
さ
つ
の
冒
頭
に
「
農
林
業
一

一

一-

閂

な

ど

、

ど

れ

を

取

っ

て

み

て

な

ら

な

い

。

の

振

興

が

な

け

れ

ば

地

域

の

活

性

一

一

一一
も
も
う
一
度
ふ
ん
ど
し
を
締
め
直
地
元
に
帰
り
自
分
の
仕
事
に
就
く
と
化
は
な
い
」
と
よ
く
言
わ
れ
る
が
、
一

一

一

一—
し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
一
週
間
く
ら
い
は
そ
の
精
神
で
頑
張
っ
私
は
こ
の
言
葉
に
反
発
を
感
じ
る
。
一

一一

一

一一
ぃ
問
題
だ
と
思
つ
。
商
工
業
者
と
て
は
み
る
も
の
の
、
ま
た
い
つ
も
の
の
な
ぜ
「
農
林
業
と
商
工
業
の
振
典
―

一

一一

し

て

も

、

何

を

し

を

…

…

」

と

言

っ

て

一

一

一

な

け

れ

ば

な

ら

な

め

8
0せ
”

●

「

ふ

る

さ

と

」

づ

く

り

も

ら

え

な

い

の

た

ろ

一

一

い

か

も

う

一

度

考

う

か

。

ま

だ

言

っ

て

一

一—
え
て
み
た
い
。
商
売
は
ま
ず
お
客
ん
べ
ん
だ
ら
り
と
し
た
生
活
に
戻
っ
て
も
ら
え
る
だ
け
の
力
が
商
工
業
者
一

一

一

一一-
様
に
物
を
買
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
し
ま
う
。
で
も
、
そ
う
い
っ
た
慣
れ
が
に
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
で
あ
—

一-
ば
な
ら
な
い
。
「
売
っ
て
あ
げ
る
」
一
番
恐
ろ
し
い
事
だ
と
思
う
。
る
な
ら
、
今
後
一
層
努
力
し
一
致
協
―

一一

の
で
は
な
く
「
買
っ
て
い
た
「
売
れ
な
い
」
「
商
売
に
な
ら
な
い
」
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一

江
い
い
〗
[
[
月
ぃ
‘
い
且
旦
ぃ
日
ド
[
、

7
0日
ぃ
一

t

番
大
切
な
の
は
皆
よ
く
分
か
っ
み
る
事
こ
そ
先
決
だ
と
思
う
。
自
分
の
化
お
よ
び
発
展
の
た
め
努
力
し
、
一

E

て

い

る

と

思

っ

。

家

（

商

売

）

を

守

る

の

は

大

変

で

あ

る

子

供

・

孫

の

代

ま

で

胸

を

張

っ

て

一

"

-

一

“

私

は

、

時

々

よ

そ

の

店

で

け

れ

ど

、

強

い

て

は

そ

れ

が

町

を

守

る

残

せ

る

「

ふ

る

さ

と

」

づ

く

り

を

一

一一

，．，．，．，．，．，．，．，．，．，．，．，．，．，．，．，．，．，．，．，．，．，．，．，．，．，．，．，．，．，． 

年
が
か
わ
り
六
十
一
年

冬

が

明

け

た

。
仕
事
始
め
は
雪
か
き
と

秋

い

う

人

が

多

か

っ

た

の

で

夏

は

な

い

だ

ろ

う

か

。

北

国

の
こ
と
を
思
え
ば
た
い
し

春

た

量

で

は

な

い

の

だ

が

、

な
に
せ
南
国
の
こ
と
な
の

で
備
え
が
不
十
分
で
あ
る
。
車
に
チ
ェ

ー
ン
を
付
け
る
の
も
、
家
の
雪
か
き
も
、

放
っ
て
お
け
ば
解
け
て
水
に
な
る
と
思

う
と
し
ん
ど
い
こ
と
に
な
る
。

子
供
た
ち
は
喜
ん
で
遊
ぶ
だ
ろ
う
と

思
っ
て
み
る
と
、
昨
年
の
ク
リ
ス
マ
ス

に
も
ら
っ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ム

に
掛
か
り
切
り
で
、
外
で
は
あ
ま
り
見

か
け
な
い
。
昔
は
、
雪
が
降
れ
ば
ソ
リ

を
作
っ
て
滑
っ
た
り
、
雪
合
戦
を
し
た

り
、
誰
も
通
っ
て
い
な
い
所
を
選
ん
で

特等当選の二宮さん

＂ ＂ ”
 ぬた
の

予
子
林

鹿
野
川

肱
川
町
名
荷
谷

＂
＂
 

和和冨大福
気田永野山

シ千
俊富ズ鶴進
子子子子

様様様様様

こ
ろ
げ
回
り
、
一
日
三
回
く
ら
い
着
が

え
て
は
親
を
洗
濯
に
熱
中
さ
せ
た
。
こ

れ
も
時
代
が
変
わ
っ
た
と
い
う
も
の
か
。

変
わ
る
と
言
え
ば
、
河
辺
川
ダ
ム
建

設
計
画
に
予
算
が
付
い
た
。
二
、
三
年

後
に
は
工
事
に
取
り
か
か
る
計
画
だ
と

い
う
。
一
生
に

一
度
あ
る
か
な
い
か
の

問
題
だ
と
思
っ
て
い
た
ら
二
度
目
で
あ

る
。
経
験
し
て
い
る
分
だ
け
有
利
か
も

知
れ
な
い
が
、
十
数
年
後
の
こ
と
も
考

え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ち
ょ
っ

と
想
像
出
来
な
い
が
、
十
年
間
で
世

の
中
ど
う
変
わ
っ
て
行
く
の
か
。
こ
れ

は
も
う

S
F
の
世
界
で
あ
っ
て
、
自
分

に
は
予
測
は
無
理
で
あ
る
。
重
大
な
問

題
で
あ
る
だ
け
に
余
程
心
し
て
か
か
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

今
度
は
変
え
る
話
。

莫
根
先
生
を
中
心
と
し
て
研
究
さ
れ

て
い
た
、
地
域
の
振
興
お
よ
び
活
性
化

で
あ
り
、
村
お
こ
し
事
業
で
あ
る
。

先
生
か
ら
い
く
つ
か
の
提
言
と
そ
の

説
明
が
あ
っ
た
。
中
に
は
夢
の
よ
う
な

話
に
思
え
る
も
の
も
あ
っ
た
が
、
構
想

は
出
来
た
よ
う
な
感
じ
を
も
っ
た
。
現

実
に
計
画
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
よ

う
だ
。
こ
れ
は
住
民
一
人
ひ
と
り
が

一

生
を
通
し
て
や
っ
て
い
く
こ
と
で
、
終

わ
り
の
な
い
事
業
で
あ
る
。

年
が
変
わ
っ
た
つ
い
で
に
、
変
わ
る

こ
と
ば
か
り
考
え
て
い
た
が
、
変
わ
っ

て
困
る
も
の
も
あ
る
。
人
の
心
ま
で
変

わ
っ
て
し
ま
っ
て
は
困
っ
て
し
ま
う
。

当
地
も
今
年
は
い
ろ
ん
な
こ
と
で
に
ぎ

や
か
に
な
り
そ
う
だ
し
、
気
を
引
き
締

め
と
か
に
ゃ
あ
な
ら
ん
よ
う
で
す
。
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父
が
予
子
林
で
菓
子
の
製
造
と
販
売

を
し
て
い
た
関
係
で
菓
子
に
は
懐
か
し

い
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

鹿
野
川
に
移
っ
て
来
た
の
は
、
昭
和

三
年
十
月
で
私
が
小
学
校
三
年
生
の
時

で
し
た
。
父
は
菓
子
職
人
と
し
て
の
腕

前
は
非
常
に
す
ぐ
れ
、
入
念
な
仕
事
を

し
て
い
ま
し
た
。
特
に
引
菓
子
な
ど
の

細
工
物
が
得
意
で
し
た
。

そ
の
当
時
、
ま
ん

じ
ゅ
う
が
一
個
二
銭

＼

＼

〗
喜
〗
q

し
て
い
ま
し
た
。
学

校
が
終
わ
っ
て
か
ら

手
伝
っ
て
い
た
の
で

す
が
、
忙
が
し
い
時

に
は
始
ま
る
前
に
も

手
伝
い
を
し
た
も
の
で
す
。
現
在
の
よ

う
に
車
も
無
く
、
橋
も
架
か
っ
て
い
な

い
時
代
で
す
か
ら
、
ま
ん
じ
ゅ
う
の
入
っ

た
重
い
も
ろ
ぶ
た
を
担
い
で
川
ま
で
降

り
、
舟
で
運
ん
だ
も
の
で
し
た
。
舟
を

待
っ
て
い
る
時
に
強
い
風
が
吹
い
て
、

も
ろ
ぶ
た
を
か
や
し
て
し
ま
い
、
ま
ん

じ
ゅ
う
が
川
に
流
れ
て
し
ま
っ
た
苦
い

経
験
も
あ
り
ま
し
た
。

昭
和
八
年
頃
が
最
も
不
景
気
だ
っ
た

ぷ；こゞ戦と店ご百に悶 t.`~` さ̀ 彎`ビ7 IC 各~盃孟 f塁 la I~ 予；
出‘時けなろ所行の考 て たか しれ 契し 来崎 か
来私中れつがへき免え

ずは同ば腐 i1tfEIG:l~ftー れか

゜もな残約いてやら
そうけつし時い内聞

非が僚らでがてた取た 62回 でり仕孟区て互図：
常弱はな‘始勉゜る゜ ももな品たたで方し
にく戦く勉 強そた昭 ‘せらはの°‘かた
残戦争な強〗ものめ和にた販前くま すら引菓くおずな新で卸商ら゜
念争にりも し 後 北 十 力 の 売 か な りそ°つき子あ得苦いし‘し売もそ
でに行ま＿試ま｀条ーをでをらら景の た立でり意労のい返てに菓の
し行きし時験

力ゞ
し松へ年入薬し売ず気後 もて あ ‘ 様 の で 商 品 も は 子 頃

たくまた中 た山見にれのて薬‘はも の て れ 良 も 連 ‘ 品 や ‘ と を か
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菓
子
と
薬
で
六
十
年

福
田
哲
秋
(66
歳）

下
鹿
野
川

と
い
う
の
は
、
小
学
校
一
年
生
の
時
に

小
児
麻
ひ
に
か
か
り
、
そ
の
後
も
助
膜

炎
に
な
っ
た
り
で
体
が
病
弱
だ
っ
た
た

め
で
す
。
小
児
麻
ひ
は
一
年
で
良
く
な
っ

た
の
で
す
が
、
十
八
オ
に
な
っ
た
時
ま

た
小
児
麻
ひ
の
よ
う
な
症
状
に
な
り
両

手
、
両
足
が
き
か
ず
苦
し
い
思
い
も
し

ま
し
た
。
そ
の
時
に
治
療
し
て
も
ら
っ

た
和
気
順
治
先
生
に
は
、
誠
心
誠
意
で

尽
く
し
て
も
ら
い
大
変
お
世
話
に
な
っ

た
こ
と
は
今
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

戦
時
中
も
菓
子
の
商
売
は
し
て
い
た

の
で
す
が
、
戦
後
砂
糖
、
小
麦
粉
な
ど

の
物
資
が
無
く
な
り
菓
子
を
造
る
こ
と

が
出
来
な
く
な
り
ま
し
た
。
ど
う
し
よ

う
か
考
え
て
い
る
時
、
人
の
お
世
話
で

昭
和
十
八
年
に
伊
予
銀
行
五
十
崎
支
店

に
入
行
し
ま
し
た
。
最
初
は
五
十
崎
に

部
屋
を
借
り
て
い
ま
し
た
が
、
二
年
＜

ら
い
し
て
オ
ー
ト
バ
イ
を
買
っ
て
通
い

ま
し
た
。
銀
行
に
は
昭
和
二
十
七
年
八

月
ま
で
の
九
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
間
に
薬
種
商
の
免
許
を
取
り

銀
行
を
退
職
後
、
薬
屋
を
専
業
に
し
、

菓
子
の
方
は
弟
の
保
が
引
き
継
い
で
く

れ
て
い
ま
す
。

薬
屋
と
い
う
商
売
は
、
私
が
病
弱
だ
っ

た
せ
い
も
あ
り
ま
す
が
、
病
人
の
方
の
気

持
ち
を
良
く
分
か
り
誠
意
を
持
っ
て
お
客

様
に
接
す
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

後
継
者
の
問
題
で
す
が
、
次
男
が
薬

剤
師
と
し
て
大
洲
市
立
病
院
に
勤
務
し

て
い
る
の
で
、
い
ず
れ
は
私
の
後
を
継

い
で
く
れ
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

鹿
野
川
の
町
も
、
若
い
人
達
が
後
を
継

い
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
活
躍
し
て
い
る
姿

は
頼
も
し
い
限
り
で
す
。

っ‘、

x ， ぐ．， C・ス .• 

ぶb
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平
均
的
な
家
計
負
担
の
水

こ

準

を

大

幅

に

上

回

る

医

療

費

|
ー
ー
支
出
が
あ
っ
た
場
合
に
、
所

得
税
の
課
税
を
軽
減
す
る
制
度
で
す
。

納
税
者
本
人
お
よ
び
生
計
を
一
緒
に
す

る
親
族
の
た
め
に
、
多
額
の
医
療
費
を

支
払
っ
た
と
き
は
一
定
の
所
得
控
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

現
行
制
度
で
は
、
年
間
の
医
療
費
（
保

険
で
補
て
ん
さ
れ
た
分
は
除
く
）
が
所

ト
ク
す
る
暮
し
の
ヒ
ン
ト

⑥
新
巻
さ
け
は
逆
さ
に
つ
る
し

下
か
ら
食
ぺ
る
と
長
持
ち
す
る

一
尾
の
ま
ま
の
塩
ざ
け
は
、
尾
を
上

に
し
て
つ
る
し
頭
の
方
か
ら
順
に
ぶ

つ
切
り
に
し
て
食
べ
る
と
長
持
ち
し

味
の
落
ち
る
の
も
防
ぎ
ま
す
。

ま
た
切
り
口
に
は
ラ
ッ
プ
を
は
り
つ

け
て
お
く
こ
と
。
全
部
を
切
り
身
に
し

た
と
き
は
密
封
瓶
に
入
れ
酒
に
浸
し
て
お

く
と
か
な
り
も
ち
ま
す
。
半
月
以
上
も
長

期
保
存
し
た
い
場
合
は
、
か
す
漬
け
に
。

⑥
鏡
も
ち
は
、
焼
酎
で
よ
く
ふ
く
と

カ
ピ
、
ヒ
ピ
が
防
げ
る

鏡
も
ち
が
飾
っ
て
あ
る
と
い
か
に

も
お
正
月
ら
し
く
て
い
い

も
の
で
す
。
そ
れ
が
カ
ビ

た
り
ヒ
ビ
割
れ
た
り
で
は

だ
い
な
し
。

ま
だ
、
つ
き
た
て
の
う

ち
に
焼
酎
を
清
潔
な
ふ
き

ん
に
含
ま
せ
て
全
体
に
た

医
療
費
控
除
制
度

得
金
額
の
五
％
相
当
額
と
五
万
円
の
ど

ち
ら
か
低
い
金
額
を
超
え
る
と
、
そ
の

超
過
部
分
を
所
得
か
ら
控
除
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
控
除
額
は
二
百
万
円
で
頭
打

ち
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
を
利
用
し
た
い
場
合
、
申

告
納
税
を
し
て
い
る
人
は
毎
年
二
月
十

六
日
か
ら
の
確
定
申
告
の
際
に
申
告
し

ま
す
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
給
与
を
受

け
取
る
段
階
で
源
泉
課
税
さ
れ
て
い
る

人
は
、
翌
年
以
降
、
還
付
申
告
を
し
て

税
金
を
還
付
し
て
も
ら
い
ま
す
。

っ
ぷ
り
塗
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

重
な
る
と
こ
ろ
に
は
と
く
に
念
入
り

に
。
焼
酎
の
に
お
い
は
す
ぐ
消
え
て
し
ま

い
ま
す
し
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
働
き
で
ヒ
ビ

割
れ
を
防
げ
ま
す
。
さ
ら
に
ラ
ッ
プ
し

て
お
け
ば
や
わ
ら
か
さ
も
保
て
ま
す
。

⑥
油
は
、
使
っ
た
あ
と
熱
い
う
ち

に
こ
す
る
と
酸
化
が
防
げ
る

油
は
使
っ
た
あ
と
の
処
理
の
仕
方
で

い
た
み
方
が
グ
ン
と
違
っ
て
き
ま
す
。

揚
げ
た
あ
と
す
ぐ
、
熱
い
う
ち
に
手
早
く

こ
す
る
こ
と
。
カ
ス
の
つ
い
た
こ
し
紙
も

缶
に
残
し
た
ま
ま
に
し
な
い
よ
う
に
。

細
口
の
瓶
に
移
し
、
口
ま
で
い
っ
ぱ
い

に
し
て
お
く
と
空
気
と
の
接
触
が
少
な

く
い
た
み
方
も
最
少
限
で
す
み
ま
す
。

少
し
疲
れ
て
き
た
よ
う
な
ら
、
じ
ゃ
が
芋

の
薄
く
切
っ
た
も
の
を
ひ
と
握
り
ほ
ど

入
れ
て
褐
色
に
な
る
ま
で
揚
げ
ま
す
。
す

る
と
芋
が
悪
臭
を
吸
収
す
る
の
で
、
次

か
ら
は
い
い
揚
げ
も
の
が
で
き
ま
す
。
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司
会
み
な
さ
ん
今
晩
わ
。
今
日
は
成
人

式
を
迎
え
ら
れ
た
七
人
の
若
者
に
集
ま
っ

て
い
た
だ
き
い
ろ
い
ろ
な
考
え
や
意
見
を

き
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

二
十
歳
の
座
談

会
と
い
う
こ
と
で
計
画
し
ま
し
た
。
ざ
っ

く
ば
ら
ん
な
意
見
を
お
願
い
し
ま
す
。

初
め
に
み
な
さ
ん
は
仕
事
は
町
内
・

町
外
と
別
々
で
す
が
、
肱
川
町
で
生
活

し
て
い
る
わ
け
で
す
。
こ
の
町
に
つ
い

て
、
ど
ん
な
感
じ
を
持
っ
て
い
ま
す
か
。

よ
い
面
、
悪
い
面
‘
い
ろ
い
ろ
と
…
…
。

A

住
ん
で
い
る
人
達
の
雰
囲
気
が
い

い
。
み
ん
な
仲
良
く
暮
ら
し
て
い
る
と

い
う
感
じ
が
い
い
と
思
う
。
し
か
し
、

．．． 

生
活
す
る
上
で
は
田
舎
す
ぎ
る
と
思
う
。

便
利
さ
が
ほ
し
い
。

B
人
の
世
話
を
や
き
す
ぎ
る
し
、
個

人
個
人
の
噂
が
多
す
ぎ
る
。
で
も
、
そ

れ
が
関
心
を
持
っ
て
も
ら
っ
た
り
‘
気

に
し
て
も
ら
う
と
い
う
、
い
い
面
に
も

つ
な
が
っ
て
い
る
…
…
。
や
っ
ば
り
肱

第
三
十
八
回
成
人
式
は
、

一
月
寸
五

日
（
成
人
の
日
）
に
公
民
舘
で
、
新
成
人

三
十
八
名
を
迎
え
て
開
佳
し
ま
し
だ
。

当
日
は
午
前
九
時
力
ら
式
典
を
行
い
、

そ
の
後
、
没
寿
寺
の
住
職
・
楢
崎
逹
元
合
回
は
、
新
成
人
の
中
力
ら
七
名
の

先
生
力
ら
「
誓
願
の
生
き
方
L

と
題
し
方
に
出
席
し
て
い
だ
だ
き
、
成
人
式
を

て
、
記
念
の
講
渓
を
し
て
い
だ
だ
き
ま
迎
え
て
の
い
ろ
い
ろ
な
意
貝
を
話
し

し

だ

。

合

っ

て

い

だ

だ

き

ま

し

だ

。

ま
す
、
人
の
話
を
よ
く
聞
く
事
、
そ

二

十

歳

の

声

に

耳

を

傾

け

て

み

て

下

し
て
よ
く
考
え
て
、
得
心
可
る
事
、
次

さ
い
。

に

実

行

し

て

い

く

事

ガ

大

切

。

尚

、
司
会
は
、
青
年
団
長
の
高
田
栄

そ
し
て
、
自
分
の
生
き
万
ガ
生
け
と
治
君
に
お
願
い
し
ま
し
だ
。

川
は
い
い
と
こ
ろ
。

C

の
ん
び
り
生
活
し
て
い
る
し
、
住

ん
で
い
る
人
達
の
心
が
や
さ
し
い
と
こ

ろ
は
よ
い
が
、
人
の
行
動
を
監
視
し
す

ぎ
る
と
思
っ
。
そ
れ
と
、
時
間
を
守
ら

な
い
ル
ー
ズ
さ
が
い
け
な
い
と
思
っ
゜

D

落
ち
つ
い
て
生
活
で
ぎ
る
し
、
の

ん
び
り
し
て
い
る
の
が
い
い
。
娯
楽
は

少
い
が
、
今
は
車
も
あ
る
し
不
自
由
さ

は
あ
ま
り
感
じ
な
い
。

F

u
タ
ー
ン
し
て
み
て
‘
便
利
さ
の

上
か
ら
は
都
会
の
方
が
い
い
け
れ
ど
、

生
活
（
経
済
）
の
上
で
は
‘
こ
ち
ら
の

方
が
い
い
と
思
う
。

G

働
く
場
が
な
い
こ
と
が
、
活
気
を

な
く
し
て
い
る
。
ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど

も
遅
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
•
…••
O

ん
一V

-一
1

呻

活
力
が
ほ
し
い

し
生
け
る
も
の
み
ん
な
の
生
き
方
に
つ

な
ガ
る
よ
う
、
全
て
の
も
の
ガ
喜
ぴ
を

感
じ
る
よ
う
、
生
き
て
ほ
し
い
。

地
域
み
ん
な
で
…

司
会
最
近
‘
い
じ
め
の
問
題
が
言
わ
れ

て
い
る
が
…
…
。
自
殺
者
も
で
て
い
る
。

C

自
分
達
の
頃
に
も
あ
る
こ
と
は
あ
っ

た
が
、
今
み
た
い
に
暗
く
は
な
か
っ
た
。

D

い
じ
め
を
す
る
子
供
が
、
な
さ
け

な
い
と
思
う
。
そ
れ
と
い
じ
め
ら
れ
る

の
を
は
ね
返
す
気
力
が
な
い
と
い
け
な

い
と
思
う
。
お
と
な
し
す
ぎ
る
。

E

い
じ
め
ら
れ
る
の
は
、
自
分
自
身

が
し
っ
か
り
し
て
な
い
の
で
は
な
い
か
。

G

友
達
が
い
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
助

司
会
み
ん
な
、
先
日
成

人
式
を
迎
え
た
訳
で
す
が
、

そ
の
成
人
と
な
っ
た
感
想

゜

+6 ....•• 
＇ G

成
人
に
な
っ
て
、
い

ろ
い
ろ
な
権
利
が
出
来
た

ら
、
何
か
逆
に
お
も
し
ろ

く
な
く
な
っ
た
。
選
挙
権

が
出
来
た
と
い
う
事
で
成

人
か
な
と
感
じ
た
。
自
分

の
一
票
が
か
か
わ
り
を
持

つ
よ
う
な
…
…
。

E

何
か
自
由
に
な
っ
た

と
感
じ
た
。
政
治
と
い
う
か
選
挙
権
は

出
来
て
も
、
ま
だ
投
票
す
る
機
会
も
な

9

[
 

け
合
っ
こ
と
が
で
き
な
い
か
…
…
。

A

一
人

一
人
で
み
た
ら
、
よ
い
子
で

も
集
団
に
な
っ
て
悪
い
こ
と
を
す
る
。

も
っ
と
よ
い
集
団
活
動
へ
向
け
ら
れ
な

‘

>

。

し
力
：
・：・

B

い
じ
め
の
例
な
ど
も
単
純
な
こ
と

か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
そ
の
時

点
で
対
応
す
る
の
が
大
切
で
は
…
…
。

又
、
先
生
の
立
場
も
ち
ょ
っ
と
あ
や
ふ

や
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
根
本
的
に
考
え

て
み
る
こ
と
だ
と
思
う
。

C

い
じ
め
の
場
を
、
だ
ま
っ
て
見
て

い
る
人
が
い
る
。
み
ん
な
が
、
見
て
見

ぬ
ふ
り
を
し
て
い
る
か
ら
、
自
分
も
そ

落ち着いだ行動を…

い
し
、
＇
特
別
に
は
な
い
。

D

若
い
と
い
う
事
で
遊
び
ま
わ
っ

て
い
た
が
、
や
っ
ぱ
り
成
人
と
い
う

事
で
落
ち
着
い
た
行
動
を
し
た
い
と

思
っ
た
。
仕
事
も
し
っ
か
り
し
た
い

゜

し
…
…

c
二
十
歳
に
な
る
と
い
う
事
で
、
何

か
精
神
は
不
安
定
だ
っ
た
か
、
成
人
式

は
最
高
の
日
だ
っ
た
の
で
、
一
生
忘
れ

ま
せ
ん
。
選
挙
権
と
か
政
治
に
つ
い
て

は
別
に
思
わ
な
か
っ
た
。

B

私
は
少
し
真
面
目
す
ぎ
る
と
思
う

の
で
、
こ
れ
か
ら
は
生
活
を
エ

ン
ジ

ョ

イ
し
た
い
。
頑
張
り
ま
す
。

A

ま
だ
ま
だ
い
や
だ
と
思
っ
た
が
、

心
の
ど
こ
か
で
は
、
成
人
に
な
っ
た
ら

落
ち
着
い
た
考
え
で
、
行
動
し
な
く
て

は
い
け
な
い
と
思
っ
た
。

F

何
か
決
意
を
し
て
も
、
い
つ
も
実

行
で
き
ず
に
い
る
の
で
、
実
行
力
を
つ

け
た
い
。
そ
れ
と
仕
事
に
生
活
に
し
っ

か
り
と
し
た
い
。
r
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年
間
を
適
し
て
活
動

司

会

さ

て

、
次
に
み
な
さ
ん
に
一
番

身
近
な
青
年
団
の
活
動
に
つ
い
て
の
意

見
を
ど
う
ぞ
…
…
。

c
楽
し
い
時
と
い
や
に
な
る
時
が
半

々
。
で
も
今
年
は
、
自
分
で
は
よ
く
や

れ
た
一
年
だ
と
思
う
。
団
報
も
出
せ
た

し
、
後
は
文
集
を
出
し
た
い
。

D

支
部
活
動
中
心
に
出
て
い
る
が
、

他
町
の
青
年
と
の
交
流
な
ど
、
友
達
の

_
 

ん
一V

-
永
―

冨
―

う
す
る
と
い
う
、
主
体
性
の
な
い
人
が

多
す
ぎ
る
と
思
う
。

司
会
こ
の
問
題
は
‘
学
校
だ
け
で
な

く
家
庭
や
地
域
み
ん
な
で
考
え
て
い
く

こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

輪
が
広
が
っ
て
い
っ
て
‘
よ
い
と
思
う
。

仕
事
も
忙
し
い
が
、
で
き
る
だ
け
活
動

し
た
い
と
思
う
。

E

青
年
団
活
動
に
も
参
加
し
た
い
が
、

職
場
が
町
外
な
の
で
、
仕
事
か
ら
帰
っ

て
き
て
活
動
へ
参
加
と
い
う
の
は
、
な

か
な
か
つ
ら
い
。
今
は
、
活
動
に
あ
ま

り
参
加
し
て
い
な
い

。

B
参
加
し
た
時
に
‘
昼
間
仕
事
を
カ

一
杯
し
て
夜
に
な

っ
て
活
動
す
る
の
だ

け
ど
、
み
ん
な
の
目
が
キ
ラ
キ
ラ
光
っ

て
見
え
た
。
そ
ん
な
頑
張
り
は
‘
素
晴

ら
し
い
こ
と
だ
と
思
う
。

I'  

： 宮武さん ： 
'----------------------＇ 

司
会
そ
れ
で
は
‘
将
来
の
夢
や
抱
負

を
ど
う
ぞ
…
…
。
仕
事
の
事
で
も
。
フ
ラ

イ
ベ
ー
ト
な
こ
と
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

E

ま
ず
結
婚
は
遅
く
と
も
二
十
五
歳
ま

で
に
し
た
い
。
そ
し
て
‘
し
ば
ら
く
は
二

人
で
暮
し
た
い

。
仕
事
に
つ
い
て
と
に

か
く
勉
強
し
て
、
自
分
で
設
計
で
き
る

よ
う
に
早
く
な
り
た
い
。
資
格
を
取
る
。

D

ま
ず
は
、
再
来
年
位
に
畳
の
店
を

出
し
た
い
の
で
、
そ
の
こ
と
を
一
生
懸

命
や
り
た
い

。
そ
れ
を
軌
道
に
乗
せ
て

か
ら
‘
二
十
五
歳
く
ら
い
で
結
婚
し
た

い
。
落
ち
着
き
の
あ
る
人
が
理
想
。

同
じ
若
者
と
の
交
流
の
場
と
い
う

こ
と
で
、
玉
に
出
て
い
る
が
、
仕
事
の

事
も
あ
り
‘
め
ん
ど
く
さ
く
な
る
。
そ

れ
と
、
い
つ
も
参
加
し
て
い
な
い
と
‘

今
、
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
か
わ
か

ら
な
く
て
、
出
ず
ら
く
な
る
。

G

い
ろ
ん
な
事
業
を
や
っ
て
い
る
が

年
間
の
内
、
空
白
の
時
か
あ
っ
て
、
そ

の
時
に
せ
っ
か
く
の
和
が
離
れ
て
い
く

よ
う
な
気
が
す
る
。
行
事
は
年
間
を
通

し
て
あ

っ
た
方
が
よ
い
と
思
う
。

F

入
っ
て
間
も
な
い
か
‘
み
ん
な
と

話
し
た
り
‘
活
動
す
る
の
は
楽
し
い
し
、

た
め
に
な
る
。
仕
事
と
の
関
係
で
、
で

れ
な
い
時
も
あ
る
が
、
頑
張
り
た
い

。

司
会
青
年
団
も
み
ん
な
一
生
懸
命
や
っ

て
い
る
。
仕
事
の
都
合
も
あ
る
の
で
全

部
の
活
動
に
参
加
す
る
の
は
無
理
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
、
で
き
る
だ
け
参
加
し

て
下
さ
い
。

ん
一

さ
一

池
一k
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c
将
来
結
婚
す
る
の
な
ら
、
子
供
は

一
人
で
笑
顔
の
あ
る
家
庭
を
つ
く
り
た

い
。

で
き
れ
ば
、
肱
川
町
か
ら
外
へ
出

て
み
た
い
。
町
内
で
い
る
と
親
に
甘
え

す
ぎ
る
よ
う
に
な
る
か
ら
…
…
。

B

私
は
‘
趣
味
を
ふ
や
し
て
、
心
や

生
活
を
豊
か
に
し
て
い
き
た
い
。
結
婚

に
つ
い
て
は
‘
平
凡
な
家
庭
が
い
い
。

A

別
に
何
歳
ま
で
に
結
婚
し
た
い
と

A
 

青は G かど F いか
年じ 一美 の考
団め仕番容私あえ
もた事で師はるて
頑趣にすの＝人い
張味頑ィ

゜資 ―

りを張
結格

年がな

た続る
婚を

位いい

はと はしヽ ゜
いけのそるか゜理

と ゜てと の か 想
い‘ばがる は
き去>夢と た

| 』 た年？ 思゚ t．晨駐
曽根さん い か ： そ っ ） l ｀ 

l ： ゜ら・。れけ か： 冨永さ ん
---------------------- ----------------------

司
会
そ
れ
で
は
今
後
、
肱
川
町
が
よ

く
な
る
た
め
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
ど

う
ぞ
…
…
。

G

観
光
地
と
道
路
の
改
善
を
考
え
て
い

く
。
将
来
、
高
速
か
大
洲
を
通
る
の
で
、

肱
川
ま
で
足
を
伸
ば
せ
る
よ
う
に
す
る
。

若
者
が
集
ま
る
よ
う
な
観
光
を
…
…
。

E

公
園
の
規
模
も
大
き
く
し
‘
き
れ

い
に
し
て
い
く
。

人
口
を
ふ
や
す
に
は
‘
住
め
る
環
境

を
作
る
と
い
う
事
で
山
を
け
ず
っ
て
平
地

若
者
が
来
る
町
に

（
住
宅
地
）
を
つ
く
る
の
は
ど
う
か
…
…
。

通
勤
圏
に
も
な
る
…
…
。

c
職
場
を
ふ
や
し
て
い
く
。

観
光
な
ら
、
名
所
と
か
で
な
く
違
っ

た
タ
イ
プ
の
観
光
を
考
え
る
こ
と
。
活

動
す
る
観
光
が
い
い
の
で
は
…
…
。
若

者
が
集
ま
る
、
ペ
ン
シ
ョ
ン
や
白
樺
林

な
ど
…
…
。
や
る
の
な
ら
町
ぐ
る
み
で

考
え
て
ほ
し
い
。

A

商
店
街
を
も

っ
と
活
発
に
す
る
。
品

物
を
多
く
し
て
‘
気
に
入
っ
た
も
の
が
選

べ
る
よ
う
に
…
…
。

い
ち
い
ち
大
洲
と

か
へ
行
か
な
い
で
、
地
元
で
す
ま
せ
る

よ
う
に
…
…
。
町
内
で
住
ん
で

い
て
も

鹿
野
川
で
は
あ
ん
ま
り
買
っ
て
い
な
い

。

B

み
ん
な
が
い
ろ
い
ろ
と
交
流
す
る

場
が
は
し
い
。
そ
し
て
‘
町
を
引
っ
ば
っ

て
い
く
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る
こ
と
が
大

切
だ
と
思
う
。

司
会
み
な
さ
ん
‘
ど
う
も
あ
り
か
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
若
者
の
動
き
を
見

れ
ば
そ
の
町
の
動
き
が
わ
か
る
と
い
わ

れ
る
よ
う
に
、
私
達
青
年
の
活
動
か
と

て
も
大
切
で
す
。
十
五
年
後
、
二
十
年

後
に
は
、
お
互
い
肱
川
町
を
担
っ
て
い

く
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
の
た
め
の
準
備

を
今
か
ら
続
け
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
今
後
の
み
な
さ
ん
の
活
眈
を

期
待
し
て
、
座
談
会
を
終
り
ま
す
。

-
＿
 

_」
団
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◇
溢
◇

爾
の
中
健
脚
競
う
＞
＞
＞
＼

第
六
回
駅
伝
大
会
・
第
五
直
健
瞑
マ
ラ
ソ
ン
大
会

肱
川
町
で
は
＂
健
康
と
な
り
組

II

な

ど
の
活
動
に
よ
り
‘
健
康
づ
く
り
に
対

す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
又
、

町
内
に
も
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
、
多
く

結
成
さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
熱
も
盛
ん
で
す
。

公
民
館
で
も
‘
健
康
づ
く
り
・
体
力

づ
く
り
を
社
会
体
育
の
柱
と
し
て
推
進

し
て
い
ま
す
。

寅
年
の
社
会
体
育
行
事
の
ト
ッ
プ
を

切
っ
て
、
一
月
十
九
日
に
第
六
回
駅
伝

大
会
と
第
五
回
健
康
マ

ラ
ソ
ン
大
会
を

実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
小
雨
の
中
、
駅
伝
大
会
に
は

一
般
九
チ
ー
ム
、
肱
川
分
校
男
子
六
チ
ー

ム
、
女
子
ニ
チ
ー
ム
、
肱
川
中
学
校
男

子
七
チ
ー
ム
、
女
子
六
チ
ー
ム
の
計
三

十
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。
又
健
康

マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
は
、
幼
稚
園
児
か
ら
、

成
人
ま
で
約
二
百
五
十
名
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。

午
前
十
時
に
駅
伝
が
ス
タ
ー
ト
し
、

後
健
康
マ
ラ
ソ
ン
が
次
々
に
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

マ
ラ
ソ
ン
は
例
年
通
り
‘

一
キ
ロ
・
ニ
キ
ロ
・
四
キ
ロ
（
予
告
タ

イ
ム
レ
ー
ス
）
七
キ
ロ
（
タ
イ
ム
レ
ー

ス
）
の
四

コ
ー

ス
に
分
け
て
行
い
ま
し

こ。t
 駅

伝
大
会
の
方
は
‘
道
路
事
情
の
た

め
一
部
コ
ー
ス
を
変
更
し
ま
し
た
。
又

今
年
か
ら
中
学
生
・
高
校
生
の
部
を
つ

く
っ
て
行
い
ま
し
た
が
、
た
く
さ
ん
の

チ
ー
ム
が
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
大
会

を
い
っ
そ
う
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

尚
、
事
務
局
の
不
手
際
に
よ
り
、
大

変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
今
後

よ
く
反
省
し
て
‘
来
年
度
へ
生
か
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

又
‘
寒
い
中
、
ご
協
力
い
た
だ
ぎ
ま

し
た
関
係
者
の
み
な
さ
ん
に
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

と
も
あ
れ
、
今
後
ま
す
ま
す
健
康
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
ぎ
ま
す
。
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

次
は
、
大
会
の
記
録
で
す
が
、
駅
伝

大
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
四
区
ま
で
の

記
録
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

◎
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
入
賞
者

0

四
キ
ロ
コ
ー
ス
（
予
告
タ
イ
ム
）

一
位
兵
頭
久
美
（
大
谷
小
五
年
）

＂
安
川
誠
（
正
山
小
五
年
）

1キロコースのスタート

子男生学中唖

安
川
正
信
（
正
山
小
五
年
）

岡
田
利

一

（
正
山
小
六
年
）

差

(
0
・
O
一
秒
）

0

七
キ
ロ
コ
ー
ス
（
タ
イ
ム
レ
ー
ス
）

〔
一
般
の
部
〕

（
男
）
宇
高
幸
典
（
肱
川
郵
便
局
）

二
十
六
分
三
十
三
‘秒

〔
中
学
生
の
部
〕

（
男
）
池
田
大
昌
（
肱
中
一
年
）

三
十

一
分
三
十
三
秒

（
女
）
山
本
鈴
恵
（
肱
中
三
年
）

四
十
分
二
十
秒

〔
小
学
生
の
生
〕

（
男
）
熊
野
司
（
正
山
小
六
年
）

東
昌
宏
（
予
子
林
小
六
年
）

三
十
一
分
三
十
一
秒

藤
川
愛
（
中
野
小
五
年
）

三
十
四
分
五
十
秒

女
駅伝大会

＂ 位
__,__ [tl一

一団 体一

几又舟

1位

2位

3位

共栄・協生連合

パイ

予 子

レ ーツ

林

49分27秒

50分 54秒

5 1分32秒

1位

2位

3位

テ

野

野

二

球

一球

ス

A
 
B
 

48分 50秒

50分 15秒

50分30秒

一区間賞一

Ill一般(1区～4区まですべて区間新）

1区井関伊知翁分校教員

2区 上田秀夫 共栄 ・協生連合

3区松本芳典パイレーツ

4区 西田 等 共栄 ・協生連合

衡高校生男子

13分09秒

1 1分37秒

12分07秒

1 0分08秒

唖中学生男子

冒 ス
A

B

A

卜ソ

二
道

‘

球
ヶス

テ

剣

バ

野

13分 38秒

1 1分 17秒

10分40秒

10分 45秒

1位 陸 上 B 49分05秒

2位 陸 上 A 5 1分31秒

3位 卓 球 B 54分49秒

衡女 子

1位 肱中バレー A 56分 12秒

2位 肱中バレー B 59分51秒

3位 肱中テニス A 1時間00分36秒

蔓高校生男子

二
陸
一陸
一陸
一陸

上
＿上
＿上
＿上

B
-B
-B
-A
 

14分05秒

1 1分40秒

12分05秒

9分51秒

区
区
区
一区

女

1
2
3
4

軍 子

::さ;;|］：悶：：［二1
上仲ゆみ子（肱中テニスA)•松本幸恵（肱中バレー B)
冨永雅早江 i肱中バレー A

1 5分 27秒

1 1分 57秒

1 5分 37秒

1 1分 39秒

一
人
で
も
や
っ
ば
り
村
で
あ
る

阿
万

御

所

の

四

季

庄

司

山

づ

く

り

七

人

衆

森

複

合

経

営

に

生

き

る

岡

峯

よ

み

が

え

る

山

と

村

黒

木

世
界
若
者
デ
ー
タ
ー
ブ
ッ
ク筑

紫
哲
也
編

こ
こ
ま
で
知
ら
な
き
ゃ
農
家
は
損
す
る

井

原

豊

農
産
物
自
由
化
問
題
と
日
本
農
業

伊

藤

健

三

ア
メ
リ
カ
大
陸
の
先
住
民

ル
イ
1
1

ル
ネ
・
ヌ
ジ
ェ

中
世
の
都
市
生
活
ピ
エ

ー
ル
ミ
ケ
ル

人
間
の
遠
い
祖
先
た
ち

ル
イ
1
1

ル
ネ
・
ヌ
ジ

ェ

勝藤巌成鯖
利太夫男人

購
入
図
書
紹
介
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んさ父おI. 
すで番出

•
「

K

君
も
‘
お
姉
ち
ゃ
ん

も
、
大
事
な
所
だ
か
ら
石
け
ん
で
き
れ

い
に
洗
っ
て
お
こ
う
な
。
自
分
で
洗
え

る
か
な
。」

心
身
と
も
に
純
潔
で
あ
る
こ
と
は
‘

人
間
に
と
っ
て
祈
り
で
あ
り
理
想
で
す
。

そ
こ
で
‘
幼
い
時
の
純
潔
の
第
一
歩
と

し
て
、
自
ら
の
身
体
を
尊
重
す
る
と
い

う
意
味
も
こ
め
て
、
こ
の
よ
う
に
‘
入

浴
な
ど
を
利
用
し
て
、
父
親
と
し
て
身

体
の
清
潔
を
具
体
的
に
教
え
た
い
も
の

で
す
。 ⑳ 

子
供
と
父
親
か
一
緒
に

入
浴
を
し
ま
し
た
。

「
お
父
ち
ゃ
ん
の
ち
ん
ち

ん
大
き
い
ね
え
。
ど
う
し

て
お
ひ
げ
も
あ
る
の
。
お

姉
ち
ゃ
ん
に
は
‘
ち
ん
ち

ん
が
な
い
の
。
」
「
大
人
で
身

体
か
大
き
く
な
っ
た
か
ら
‘

ち
ん
ち
ん
も
大
き
く
な
っ

た
ん
だ
よ
。
そ
れ
に
、
大

事
な
所
だ
か
ら
お
ひ
げ
で

守
っ
て
く
れ
る
ん
だ
。
お

姉
ち
ゃ
ん
は
女
の
子
だ
か

ら
‘
神
さ
ま
が
ち
が
っ
た

ち
ん
ち
ん
を
つ
く
っ
て
く

れ
て
い
る
ん
だ
よ
。」

0
き
れ
い
に
洗
お
う
な

お
母
さ
ん
の
笑
顔
で
す
I.

0
み
ん
な
友
達

家
庭
の
中
で
、
温
か
い
人
間
関
係
を

つ
く
る
た
め
に
、
大
き
な
役
割
を
果
た

す
の
は
お
母
さ
ん
で
す
。
四
歳
児
の

T

君
の
う
ち
の
家
族
構
成
は
‘
両
親
と
妹

祖
父
母
の
六
人
で
す
。

は
‘
両
親
と
妹
、

お
母
さ
ん
は
‘
家
の
仕
事
で
毎
日
忙

し
く
動
き
ま
わ
っ
て
い
る
が
、
い
つ
も

笑
顔
を
た
や
し
ま
せ
ん
。

あ
る
日
、

T
君
か
お
も
ち
ゃ
で
遊
ん

で
い
る
と
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
•
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
に
こ
に
こ
し
な
が
ら
聞
き
ま

し
た
。

「
T
、
お
母
さ
ん
と

M
ち
ゃ
ん

は
。」
「
ち
ょ
っ
と
お
買
物
。

ぽ
く
、
お
留

守
番
、

M
ち
ゃ
ん
が
帰
っ
た
ら
遊
ん
で

や
る
よ
。
」

「
え
ら
い
ね
。

T
君
は
‘
お
家
の
お
も

り
を
し
て
い
る
ん
だ
も
ん
ね
。」

夕
方
、
お
父
さ
ん
が
仕
事
か
ら
帰
っ

て
く
る
と
「
お
帰
り
な
さ
い

。
お
疲
れ

様
で
し
た
。
」
と
笑
顔
で
お
母
さ
ん
。

お
父
さ
ん
も
「

T
君
も

M
子
も
お
母

さ
ん
も
お
じ
い
ち
ゃ
ん
•
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
も
お
家
の
仕
事
、
ご
苦
労
さ
ん
。
」
と

に
こ
に
こ
し
な
が
ら
答
え
ま
し
た
。

T
君
は
、
明
日
は
幼
稚
園
。
幼
稚
園

で
も
友
達
み
ん
な
と
明
る
＜
遊
ん
で
い

る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

お
父
さ
ん
／
．
は
じ
め
が
大
事
で
す
。

受賞式で・・・・・・

い団欲 を町云え 議県サ題年
今る活の各地を円

年 るこ会教 I研の二
後姿動低地道担 学のか育ク究家月
、がと下で に つ と

さ認とか青続てて←春
し 習青 ら委 ル集 で二

めも サ
表員：会開日、

か
ら に

い年 けいのや 彰会 か
に わ 活てく生

優の

邊→ 喜塁竺れ動き若き［ク
さ・良席れ松

ルれ県青上た山
てのま者方生 ‘市

気汽こヨ の
も杯 ー はま青年‘

の と
い拭しとヒの、 し 年学”愛の

：でりる退たしな生---,fこ学級肱媛県
今や ゜てど活古゜級と 川 県―
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清
年
一
学
一
級
一
／
．

良倒

嚢嚢

昨
年
の
秋
、
九
州
の
あ
る

県
で
実
際
に
あ
っ
た
話
で
あ

る。
ザ
リ
ガ

ニ
取
り
を
し
て
い

た
五
歳
の
幼
児
が
、
足
を
滑

ら
せ
て
川
に
落
ち
て
水
死
し

こ。t
 子

ど
も
の
事
故
は
‘
親
の

責
任
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

る
と
お
り
‘
親
の
監
視
が
行
き
届
か

な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
こ
と

に
相
違
は
な
い
。

し
か
し
、
現
実
の
問
題
と
し

て
は
‘

い
ろ
い
ろ
な
制
約
や
障
害
な
ど
が
あ
っ

て
、
四
六
時
中
監
視
す
る
こ
と
は
容

易
で
は
な
い
。

だ
か
ら
事
故
で
子
ど
も
を
失
っ
た

親
は
‘
や
り
切
れ
な
い
辛
さ
が
残
る

こ
と
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
あ
の
と
き
止

め
よ
う
と
し
な
か
っ
た
の
か
‘
な
ぜ

い
っ
て
、
若
者
の
社
会
参
加
・
若
者
の

ふ
る
さ
と
意
識
を
高
め
て
い
っ
て
ほ
し

い
も
の
で
す
。

今
後
の
活
躍
を
期
待
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

0
町
内
青
年
の
み
な
さ
ん
へ

こ
の
青
春
サ
ー
ク
ル
は
‘
今
後
も
い

ろ
い
ろ
な
活
動
を
進
め
て
い
く
予
定
で

す
。
特
に
ま
だ
参
加
さ
れ
て
い
な
い
若

者
は
‘
是
非
一
度
来
て
み
て
下
さ
い
。

い
っ
し
ょ
に
‘
話
し
た
り
‘
悩
ん
だ
り
‘

笑
っ
た
り
‘
学
習
し
た
り
‘
楽
し
く
た

め
に
な
り
ま
す
。
待
っ
て
ま
す
I

ファインダー

あ
の
と
き
一
緒
に
行
っ
て
や
ら
な
か
っ

た
の
か
‘
な
ど
と
後
悔
の
念
か
込
み

上
げ
て
く
る
こ
と
と
思
う
。

そ
の
よ
う
な
中
で
の
葬
儀
の
席
で
、

自
治
会
長
か
ら
親
に
対
し
て
一
通
の

請
求
書
が
手
渡
さ
れ
た

と
い
う
。

そ
れ
に
は
‘
幼
児
が

凰
に
落
ち
た

と
の
知
ら
せ
で
、
警
察
・
消
防
・
自

治
会
員
な
ど
‘
延
べ
四
百
人
余
が
捜

索
に
あ
た
っ
た
と
き
の
‘
炊
き
出
し

の
費
用
や
捜
査
後
の
慰
労
の
た
め
の
‘

酒
・
ビ
ー

ル
代
と
、
さ
ら
に
笞
察
や

消
防
団
な
ど
に
‘
お
礼
と
し
て
贈
っ

た
清
酒
八
十
八
本
代
な
ど
、
自
治
会

で
立
替
え
て
い
る
費
用
の
合
計
額
‘

三
十
八
万
六
千
円
余
の
明
細
が
の
っ

て
い
た
と
い
う
。

両
親
は
‘
び
っ
く
り
し
た
け
れ
ど

も
請
求
さ
れ
た
額
に
、

何
が
し
か
の

謝
礼
を
添
え
て
支
払
っ
た
と
い
う
。

こ
の
よ
う
な
不
幸
な
出
来
事
が

起
れ
ば
、
警
察
・
消
防
・
近
隣
の

人
た
ち
は
協
力
す
る
の
が
当
然
の

こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
わ
か
っ

て
い
て
も
、
人
間
の
美
徳
に
も
金

銭
か
と
も
な
っ
と
い
う
‘
社
会
の

二
面
性
に
対
し
、
人
々
は
当
惑
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
。

そ
の
後
‘
こ
の
問
題
が
明
る
み
に

出
た
と
き
‘
当
事
者
の
歯
切
れ
の
悪

い
談
話
が
載
っ
て
い
た
が
、
こ
の

記
事
を
見
て
、

何
と
も
や
り
切
れ

な
い
気
持
ち
に
な
っ
た
の
は
‘
私

一

人
だ
け
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
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3月の日曜・祝日当直医

到 怨⑲恩吾 (18)

日 当直医 電 話

2日（日）
植木医院 44-2215 

（五十崎町）

9日（日）
高橋医院 44-2010 
（五十崎町）

16日（日）
曽根医院 44-2801 
（内子町）

21日倫
芳我外科医院 44-2560 
（内子町）

23日（日）
宝来医院 44-2248 
（内子町）

30日（日）
小川医院 44-2815 
（内子町）

日曜日 喜多医師会病院 25-0535 
祝日日 （大洲市）

救 急 病 院

曜日 病院名 電 話

月・火
大洲市立病院 24-2151 
（大洲 市）

水
加戸病院 24-5101 

（大洲市）

木～日
大洲中央病院 24-4551 
（大洲市）

＠不用犬回収H

3月11日（灼

午前9時まで

C>場所役 場

※印鑑をご持参くださ

し‘
゜

[>日時

3 3 
月 月 日
11 10 
日 日 程
（灼 （月）

.:ft. /‘ 

魯i 
栄 場
集

会 所

所

午午前後10時2時～ 闘

保
委
員

▽
日
時

＠健康づくり料理教室

> 日
5 
日 程
困

肱
JI I 

場
町
公

所

は
午後1時時 闘~2 

＠乳児健診

> > 日
18 4 
日 日 程
（灼 （灼

｀ 
時

時含
間30 

分

⑥母子手帳交付

3 
月 日
13 
日 程
休）

正
山 場
公

旦
所

午午前10後時2時～ 悶

3 > 相
月
20 5 談
日 日
休） 困 日

兵蔵 宮 福 担
頭田 田田

嘉
芳重 談
ー 信 静保 員

量
。
底
回
堡

▽

時

間

午

前

9
時
ー
午
後

4
時

⑥

場

所

肱

川

町

公

民

館

⑥
へ
き
地
栄
養
学
級

⑥

3
月
の
不
燃
物
収
集

▽
収
集
日

3
月

15
日
出
（
出
す
の

は

3
月

14
日
中
）

▽
収
集
地
区
小
畑
井
・
萩
野
尾
・

汗
生
・
小
藪
・
大
和
・
肱

栄
・
中
野
（
篠
谷
を
除
く
）
．

大
谷
・
鹿
野
川

面

■ご
璽
玉
閾

⑥
行
政
相
談

3
月
5
日
困

午
前

9
時
ー
午
後

4
時

▽
場
所
肱
川
町
公
民
館

▽
相
談
貝

福
田

＠
年
賀
状
で
住
所
録
の
整
理
を

お
正
月
に
は
、
皆
さ
ん
も
た
く
さ

ん
の
年
賀
状
を
受
け
取
ら
れ
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
に
、
転
勤
や

転
居
等
で
差
出
人
の
方
の
住
所
が
変

更
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
機
会
に
、
受
け

取
っ
た
年
賀
状
で
住
所
録
の
整
理
を

し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
住
所
録
に
記
入
す
る
場
合

に
は
、
新
住
所
や
郵
便
番
号
の
ほ
か
、

ア
パ
ー
ト
名
・
棟
番
号
・
室
番
号
や

「
0
0様
方
」
ま
で
、
詳
し
く
記
入
す

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

＠
心
配
ご
と
相
談

住
宅
金
融
公
庫
は
毎
年
五
十
万
人

の
方
々
に
長
期
低
利
の
住
宅
資
金
を

融
資
し
て
お
り
ま
す
が
、
逆
ざ
や
で

貸
付
を
行
っ
て
い
る
た
め
に
膨
大
な

国
か
ら
の
利
子
補
給
金
と
借
入
金
が

必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
国
の
財
政
事
情
は
き
わ
め

て
厳
し

い
情
勢
に
あ
り
、
公
庫
と
し

て
も
資
金
の
効
率
的
運
用
を
図
る
等

国
の
財
政
負
担
を
で
き
る
だ
け
軽
く

す
る
た
め
に
鋭
意
努
力
中
で
す
。
こ

れ
か
ら
マ
イ
ホ
ー
ム
取
得
の
た
め
に

公
庫
資
金
を
必
要
と
し
て
い
る
多
数

の
方
々
の
ご
要
望
に

「
長
期
・
低
利
・

無
抽
せ
ん
」
で
お
応
え
す
る
た
め
に

は
、
す
で
に
利
用
に
な
っ
て
い
る
皆

様
の
お
手
元
に
余
袷
が
で
き
た
時
は

是
非
、
返
済
期
間
を
繰
り
上
げ
て
返

済
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お

願
い

し
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ

り
皆
様
の
後
年
の
負
担
が
大
幅
に
減

る
と
と
も
に
国
の
財
政
負
担
も
軽
減

さ
れ
ま
す
。

繰
上
返
済
の
手
続
き

0
現
在
返
済
中
の
金
融
機
関
に
申
し

出
て
下
さ
い
。

0
事
務
処
理
の
都
合
上
、

7
日
前
ま

で
に
事
務
連
絡
を
し
て
下
さ
い
。

〇
繰
上
返
済
す
る
こ

と
が
で
き
る
額

は
、
当
月
分
の
返
済
金
の
ほ
か
六

回
以
上
の
回
数
分
の
割
賦
元
金
と

な
っ
て
い
ま
す
。
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瀧

野

嘉

儀

さ

ん(59歳）

安

倍

淳

賓

さ

ん(63歳）

鎌
田
ミ
チ

コ
さ
ん

(77
歳）

亀
治
さ
ん

(92歳）

計
義
さ
ん

(66歳
）

大

平

嘉

城

大

平

町

中

居

谷

門
脇

山
本

0
手
数
料
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん。

〇
詳
し
く
は
返
済
中
の
金
融
機
関
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

融
資
繰
り
上
げ
返
済
の
ご
案
内

住
宅
金
融
公
庫
か
ら
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